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１ 調査に当たった委員 （平成 31 年 3 月 25 日～令和元年 12 月 20 日） 

 

委 員 長  山 岡 恒 夫  

副委員長  下 路 健次郎  

委  員  海 野   透 

委  員  半 村   登 

委  員  森 田 悦 男  

委  員  伊  沢 勝  徳 

委  員  石 井 邦 一 

委  員  鈴 木 定 幸 

委  員  岡 田 拓 也 

委  員  磯 崎 達 也 

委  員  沼 田 和 利 

委  員  齋 藤 英 彰 

委  員  田 村 けい子 

委  員  山 中 たい子 

委  員  中 村 はやと 
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２ 活動経過  

 

 時期 審議事項等 

１ ５月２７日（月） 

○ 調査方針・調査活動計画の協議・決定 

〇 産業の育成・振興に関する現状等 

・国の動き 

・県総合計画における取組の現状，課題等 

  (1) 質の高い雇用の創出 

   (2) 新産業育成と中小企業等の成長 

○ 学識経験者等意見聴取 

 「Society5.0」 

  内閣官房 日本経済再生総合事務局 

        事務局次長 平井 裕秀 氏 

２ 
６月２１日（金） 

（ 定例会中 ） 

〇 産業の育成・振興に関する現状等 

・県総合計画における取組の現状，課題等 

(1) 強い農林水産業 

(2) 多様な働き方 

(3) 次世代を担う「人財」 

３ ７月２２日（月） 

〇 産業の育成・振興に関する現状等 

・県総合計画における取組の現状，課題等 

(1) 世界に飛躍する茨城へ 

  (2) ビジット茨城～新観光創生～ 

(3) 活力を生むインフラと住み続けたくなるまち 

（「安心して暮らせる社会」，「災害に強い県土」

を含む） 

(4) 地域産業振興の取組 

４ ８月２２日（木） 

○ 追加調査事項の審査 

○ 提言集約に向けての論点整理，意見交換等 

○ 中間報告案の検討 

〇 学識経験者等意見聴取 

 「カスミが目指すベストローカル」 

株式会社カスミ  

代表取締役社長 石井 俊樹 氏 

５ 
９月１９日（木） 

（ 定例会中 ） 

〇 提言・中間報告書の協議・決定 

 ９月２６日（木） ○ 第３回定例会 本会議中間報告 

６ １０月２８日（月） ○ 最終報告書案の検討 

 １１月１１日（月） 

〇 県外調査（群馬県） 

・道の駅 川場田園プラザ（群馬県利根郡川場村） 

・群馬県庁（群馬県前橋市） 

７ 
１２月１８日（水） 

（ 定例会中 ） 

○ 最終報告書の決定 

 

 １２月２０日（金） ○ 第４回定例会 本会議報告 
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３ 関連データ等 

 

（１）最近の本県の人口動向 

 

  

 

 

（単位：人）
人　　口

（10月1日現在） 自然増減 社会増減

2001年 （平成13年） 2,991,172 4,293 5,062 ▲ 769

2002年 （平成14年） 2,992,538 ▲ 213 3,881 ▲ 4,094

2003年 （平成15年） 2,992,152 123 2,226 ▲ 2,103

2004年 （平成16年） 2,991,589 ▲ 1,059 2,032 ▲ 3,091

2005年 （平成17年） ※国勢調査 2,975,167 ▲ 3,244 ▲ 1,304 ▲ 1,940

2006年 （平成18年） 2,971,798 ▲ 3,235 ▲ 725 ▲ 2,510

2007年 （平成19年） 2,970,800 ▲ 1,157 ▲ 976 ▲ 181

2008年 （平成20年） 2,968,396 ▲ 3,271 ▲ 2,479 ▲ 792

2009年 （平成21年） 2,967,404 ▲ 1,142 ▲ 3,371 2,229

2010年 （平成22年） ※国勢調査 2,969,770 ▲ 4,541 ▲ 4,325 ▲ 216

2011年 （平成23年） 2,956,854 ▲ 14,444 ▲ 6,453 ▲ 7,991

2012年 （平成24年） 2,945,824 ▲ 10,011 ▲ 6,781 ▲ 3,230

2013年 （平成25年） 2,933,381 ▲ 13,109 ▲ 7,767 ▲ 5,342

2014年 （平成26年） 2,921,184 ▲ 11,804 ▲ 8,014 ▲ 3,790

2015年 （平成27年） ※国勢調査 2,916,976 ▲ 11,543 ▲ 9,149 ▲ 2,394

2016年 （平成28年） 2,907,262 ▲ 9,754 ▲ 10,145 391

2017年 （平成29年） 2,896,675 ▲ 9,369 ▲ 11,412 2,043

2018年 （平成30年） 2,882,943 ▲ 14,887 ▲ 13,248 ▲ 1,639

2019年 （平成31年） 2,868,041 ― ― ―

データ出典：「茨城県常住人口調査」，2005年・2010年・2015年は「国勢調査」

当該年中の増減
年
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（２）企業の立地状況の推移 

（単位：件） 

年 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 累計 

立地件数 50 39 18 30 57 77 84 44 46 68 513 

（経済産業省 工場立地動向調査）   

・工場立地法等に基づき経済産業省が実施 

・調査対象は主に製造業で 1,000 ㎡以上の用地を取得したもの 

・物流施設は対象外 

 

（３）企業の撤退状況の推移 

（単位：件） 

年 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 累計 

撤退件数 36 30 20 20 27 23  9 18 14 17 214 

・主に製造業を営む企業の撤退状況を，市町村を通じて県が独自に調査 

 

（４）県内総生産・就業者数  

 

 

（５）茨城県県民経済計算 

 

（割合） （割合）

第１次産業 3,079 2.4 85,142 6.0

第２次産業 49,257 37.7 435,725 30.6

第３次産業 77,696 59.5 901,869 63.4

合　計 130,567 100.0 1,422,736 100.0

　※　県内総生産は，輸入品に課される税・関税等の関係で内訳の和と合計は一致しない。

県内総生産（億円） 就業者数（人）
Ｈ２８

実額 順位 実額 順位 実額 順位 10.1現在 順位

百万円 百万円 千円 人

H21 2009 11,634,301 11 7,768,905 11 2,616 18 2,969,638 11

H22 2010 12,005,367 11 8,378,829 11 2,821 11 2,969,770 11

H23 2011 12,285,096 11 8,554,271 11 2,890 10 2,959,708 11

H24 2012 12,288,171 11 8,550,192 11 2,901 9 2,947,360 11

H25 2013 12,212,262 11 8,567,087 11 2,917 11 2,937,282 11

H26 2014 12,477,670 11 8,621,228 11 2,946 10 2,926,685 11

H27 2015 12,992,071 11 8,980,510 11 3,079 10 2,916,976 11

年　　　度

県内総生産（名目） 県民所得 一人当たり
県民所得

総人口
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（６）県内総生産等の全国順位（平成２７年度） 

 

 

 

 

平成２７年度の全国順位

都道府県 都道府県 都道府県 都道府県

順位 （億円） 順位 （億円） 順位 (万円) 順位 （人）

 1 東 京 都 1,043,392  1 東 京 都 726,887  1 東 京 都 537.8  1 東 京 都 13,515,271

 2 愛 知 県 395,593  2 大 阪 府 276,414  2 愛 知 県 367.7  2 神 奈 川 県 9,126,214

 3 大 阪 府 391,069  3 愛 知 県 275,183  3 三 重 県 355.6  3 大 阪 府 8,839,469

 4 神 奈 川 県 339,188  4 神 奈 川 県 272,542  4 栃 木 県 348.1  4 愛 知 県 7,483,128

 5 埼 玉 県 223,323  5 埼 玉 県 216,335  5 富 山 県 337.3  5 埼 玉 県 7,266,534

 6 兵 庫 県 204,950  6 千 葉 県 181,681  6 静 岡 県 331.6  6 千 葉 県 6,222,666

 7 千 葉 県 202,186  7 兵 庫 県 152,345  7 福 井 県 319.6  7 兵 庫 県 5,534,800

 8 北 海 道 189,612  8 北 海 道 139,355  8 群 馬 県 314.5  8 北 海 道 5,381,733

 9 福 岡 県 188,611  9 福 岡 県 138,954  9 大 阪 府 312.7  9 福 岡 県 5,101,556

 10 静 岡 県 172,924  10 静 岡 県 122,698  10 茨 城 県 307.9  10 静 岡 県 3,700,305

 11 茨 城 県 129,921  11 茨 城 県 89,805  11 広 島 県 307.4  11 茨 城 県 2,916,976

 12 広 島 県 119,411  12 広 島 県 87,428  12 滋 賀 県 305.8  12 広 島 県 2,843,990

 13 京 都 府 103,455  13 京 都 府 76,805  13 宮 城 県 298.7  13 京 都 府 2,610,353

 14 宮 城 県 94,816  14 宮 城 県 69,704  14 神 奈 川 県 298.6  14 宮 城 県 2,333,899

 15 栃 木 県 90,163  15 栃 木 県 68,723  15 埼 玉 県 297.7  15 新 潟 県 2,304,264

 16 新 潟 県 88,456  16 三 重 県 64,572  16 石 川 県 294.9  16 長 野 県 2,098,804

 17 群 馬 県 86,669  17 新 潟 県 64,007  17 京 都 府 294.2  17 岐 阜 県 2,031,903

 18 長 野 県 85,580  18 群 馬 県 62,057  18 福 島 県 294.1  18 栃 木 県 1,974,255

 19 三 重 県 82,865  19 長 野 県 61,431  19 長 野 県 292.7  19 群 馬 県 1,973,115

 20 福 島 県 78,236  20 福 島 県 56,300  20 香 川 県 292.5  20 岡 山 県 1,921,525

 21 岡 山 県 77,879  21 岐 阜 県 55,985  21 徳 島 県 292.1  21 福 島 県 1,914,039

 22 岐 阜 県 75,515  22 岡 山 県 52,735  22 千 葉 県 292.0  22 三 重 県 1,815,865

 23 滋 賀 県 61,636  23 熊 本 県 43,542  23 山 梨 県 278.5  23 熊 本 県 1,786,170

 24 山 口 県 58,702  24 滋 賀 県 43,200  24 新 潟 県 277.8  24 鹿 児 島 県 1,648,177

 25 熊 本 県 55,646  25 鹿 児 島 県 39,297  25 山 口 県 277.4  25 沖 縄 県 1,433,566

 26 鹿 児 島 県 53,885  26 山 口 県 38,965  26 岩 手 県 276.0  26 滋 賀 県 1,412,916

 27 愛 媛 県 49,155  27 富 山 県 35,966  27 岐 阜 県 275.5  27 山 口 県 1,404,729

 28 岩 手 県 47,229  28 岩 手 県 35,322  28 兵 庫 県 275.2  28 愛 媛 県 1,385,262

 29 富 山 県 46,465  29 愛 媛 県 35,113  29 岡 山 県 274.4  29 長 崎 県 1,377,187

 30 石 川 県 45,737  30 石 川 県 34,034  30 和 歌 山 県 273.8  30 奈 良 県 1,364,316

 31 青 森 県 45,402  31 奈 良 県 34,022  31 福 岡 県 272.4  31 青 森 県 1,308,265

 32 長 崎 県 43,822  32 長 崎 県 32,881  32 山 形 県 267.7  32 岩 手 県 1,279,594

 33 大 分 県 43,782  33 青 森 県 32,210  33 島 根 県 264.7  33 大 分 県 1,166,338

 34 沖 縄 県 41,416  34 沖 縄 県 31,044  34 大 分 県 261.9  34 石 川 県 1,154,008

 35 山 形 県 39,542  35 大 分 県 30,545  35 北 海 道 258.9  35 山 形 県 1,123,891

 36 香 川 県 37,780  36 山 形 県 30,087  36 愛 媛 県 253.5  36 宮 崎 県 1,104,069

 37 宮 崎 県 36,339  37 香 川 県 28,552  37 高 知 県 253.2  37 富 山 県 1,066,328

 38 奈 良 県 35,774  38 和 歌 山 県 26,381  38 奈 良 県 249.4  38 秋 田 県 1,023,119
 39 和 歌 山 県 35,267  39 宮 崎 県 25,558  39 青 森 県 246.2  39 香 川 県 976,263

 40 秋 田 県 33,669  40 福 井 県 25,143  40 熊 本 県 243.8  40 和 歌 山 県 963,579

 41 山 梨 県 32,511  41 秋 田 県 24,755  41 秋 田 県 242.0  41 山 梨 県 834,930

 42 福 井 県 32,333  42 山 梨 県 23,253  42 佐 賀 県 241.2  42 佐 賀 県 832,832

 43 徳 島 県 30,837  43 徳 島 県 22,079  43 長 崎 県 238.8  43 福 井 県 786,740

 44 佐 賀 県 27,556  44 佐 賀 県 20,084  44 鹿 児 島 県 238.4  44 徳 島 県 755,733

 45 島 根 県 25,657  45 高 知 県 18,440  45 宮 崎 県 231.5  45 高 知 県 728,276

 46 高 知 県 23,997  46 島 根 県 18,379  46 鳥 取 県 224.9  46 島 根 県 694,352

 47 鳥 取 県 17,551  47 鳥 取 県 12,897  47 沖 縄 県 216.6  47 鳥 取 県 573,441

全 県 計 5,465,505 全 県 計 4,053,691 全 県 計 319.0 全 県 計 127,094,745

県内総生産（名目） 総人口県民所得 1人当たり県民所得
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（７）本県産業の生産性伸び率 

 

（８）農業法人数の推移    

                （単位：法人）     

年  度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

農業法人数 689 795 807 855 

                              （県農業経営課調査） 

 

（９）新規就農者数（45 歳未満）の推移   

           （単位：人）        

年度 新規学卒 Ｕターン 新規参入 雇用就農 計 

平成 27 年度 32 106 27 135 300 

平成 28 年度 24 102 57 145 328 

平成 29 年度 19 103 61 163 346 

                            （県農業経営課調査） 

 

（１０）本県農産物の輸出額の推移 

          （単位：百万円）                      

年度  H26 H27 H28 H29 H30（速報） 

輸出額  7 42 129 320 546 

                              （県調べ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：万円／人）

増減率

（H18→H28）

第１次産業 223.4 361.6 61.9%

第２次産業 1,015.2 1,130.5 11.3%

第３次産業 808.4 861.5 6.6%

年度 Ｈ１８ Ｈ２８

出典：平成28年度茨城県県民経済計算（県統計課）
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（１１）北関東３県における平成３０年度農産物等の輸出状況 

① 北関東３県における平成３０年度農産物等の輸出額        

品 目 

茨 城 栃 木 群 馬 

輸出額 
主な輸出

先 
輸出額 

主な輸出

先 
輸出額 

主な輸出

先 

青果物 20,100  

シ ン ガ ポ
ー ル ， タ
イ，ベトナ
ム 

8,000  
タイ，マレ
ーシア 

4,839  
タ イ ， 米
国，マレー
シア 

コメ 8,500  
米国，シン
ガポール 

4,500  
シ ン ガ ポ
ール，米国 

― ― 

牛肉 26,000  タイ，米国 16,600  
シ ン ガ ポ
ール，米国 

66,700  
EU，香港，
米国 

花き ― ― 7,900  EU，中国 387  台湾，米国 

農産 

加工品 
― ― ― ― 33,406  

香港，東南
アジア 

酒類 ― ― ― ― 541  
EU，ベトナ
ム，香港 

合計 54,600   36,900   105,872   

前年比

(％) 
171  

 
121  

 
101  

 

 

※1 ・茨城は，県が関与する商談会や支援する販売促進活動を通じて把握した実績値。 

・栃木県，群馬県についても，県の輸出関連部署が独自に調べた数値。端数処理の

ため，合計値は一致していない。栃木県の青果物は，「いちご」と「なし」の合

計値。 

※2  この他，茨城県は水産物について平成 30 年分は 67 億 2,920 万円。 

 

各県における輸出の特徴 

〇茨城 シンガポール・タイ向けのかんしょ，ベトナム向けの梨，アメリカ向けコメ，

タイ向けの常陸牛が伸びたことで，前年比 171％の伸びとなった。 

〇栃木 タイを中心にイチゴが大幅に増加するとともに，シンガポール・アメリカ向

けのコメの輸出が開始され，前年比 121％の伸びとなった。 

〇群馬 牛肉については，群馬県食肉卸売市場が対米国及び対 EU 食肉取扱い施設とし

て認定されており，輸出環境が整備されている。農産加工品では，こんにゃ

く製品等の輸出拡大を図っている。 
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② 北関東３県における農産物（青果物・コメ・畜産・花き等）の 

輸出額の推移 

（単位：万円） 

年度 茨城県 栃木県 群馬県 

H27 4,200 13,288 84,629 

H28 12,900 27,724 98,881 

H29 32,000 30,514 104,800 

H30 54,600 36,900 105,872 

※ 群馬県は農産加工品（コンニャク等），酒類を含む実績 

 

（１２）毎月勤労統計調査及び中小企業労働事情実態調査 

区分 
本県の現状 

（全国順位） 

（参考） 

全国平均 

所定外労働時間（2017） 
12.8 時間 

（45 位） 
10.9 時間 

年次有給休暇取得率（2017） 
52.68％ 

（９位） 
51.16％ 

 

（１３）建設業における就労環境 

  ・建設業は，他産業に比して，長時間労働の就労環境下にあり，若年入職者

減少の一因と指摘されている。 

 建設業 製造業 全体 

年間就業時間 

（対建設業比） 

2,054 時間 1,962 時間 

(95.5%) 

1,715 時間 

(83.5%) 

年間出勤日数 

（対建設業比） 

252 日 234 日 

(92.9%) 

222 日 

(88.1%) 

                 （平成 29 年度データ。国土交通省調べ）       

 

（１４）平成 29 年就業構造基本調査 

区分 
本県の状況 

（全国順位） 

（参考） 

全国平均 

女性有業率（25 歳～44 歳） 76.0％（34 位） 76.1％ 

管理職に占める女性の割合 14.2％（28 位） 14.8％ 



35 

 

（１５）県内ベンチャー創業数（経年累計）の推移 

（単位：社）         

H13（2001） H28（2016） H29（2017） H30（2018） 2021（目標） 

89 409 436 463 570 

（技術革新課調べ）    

 

（１６）茨城空港の旅客数実績  

           （東京航空局調べ）   

 

（１７）県内のロケ実績 

項目 2018(H30) 2017（H29） 2016（H28） 

本県ロケ作品数 606 作品 528 作品 526 作品 

撮影日数 1,318 日 1,226 日 1,147 日 

経済波及効果推計額※ 4.5 億 4.4 億 4 億 

※ロケ隊の県内での消費額をアンケート調査したものから推計 

 

（１８）観光入込客数等の状況 

 

 

年度 国内線 国際線 合計 

H29 573,824 人    106,846 人    680,670 人 

H30  594,853 人    165,549 人    760,402 人 

対前年度比   103.7％   154.9％  111.7％ 

項   目 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 

観光入込客数（延べ人数） 5,704 万人 6,181 万人 6,128 万人 6,184 万人 

観光消費額 2,695 億円 2,731 億円 2,628 億円 2,555 億円 

宿泊観光入込客数（実人数） 533 万人 534 万人 512 万人 495 万人 
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（１９）道の駅の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 県内「道の駅」14 駅の位置図 

図２ 県内「道の駅」の利用客数の推移 
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（２０）県内高速道路の整備状況 

 

〇東関東自動車道水戸線（東関道水戸線） 

  県内区間：約５１㎞（うち供用済：約２０㎞） 

事業区間：潮来 IC～鉾田 IC 間 約３１km（国・東日本高速道路(株)施行） 

  ・用地取得率 90％（R1.7 末，面積ベース） 

  ・H31.3.26，国により土地収用法に基づく事業認定告示 

 

〇首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 

  県内区間：約７１㎞（暫定２車線で供用済） 

  ・４車線化事業…H30 年度から着手（国・東日本高速道路（株）施行） 

           ※2022 年度から順次供用，2024 年度までに全線供用 

 

〇スマートインターチェンジ（スマートＩＣ） 

  県内４箇所（東海，水戸北，友部ＳＡ，石岡小美玉）が供用中。 

  ・水戸北スマートＩＣ      ：R1.9.7 フルインター供用開始 

  ・（仮）つくばスマートＩＣ    ：事業中 

  ・（仮）つくばみらいスマートＩＣ：R1.9.27 新規事業化 

 

 

水戸北スマートＩＣ 
R1.9.7 フルインター供用開始 

2019(R1)年 9 月 27 日 新規事業化 

【東日本高速道路(株)・つくばみらい市施行】 
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（２１）広域的な幹線道路の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○直轄国道の整備促進（道路直轄事業） 
・渋滞対策や交通安全対策に資する，直轄国道の整備や新規事業化について， 

国へ積極的な働きかけ 
（国道６号牛久土浦バイパス等 15 箇所） 

 
○国道，県道の整備推進（地方道路整備事業） 
 ・地域間連携や観光振興に資する道路整備 

・企業誘致の促進や物流の効率化に資する，工業団地や港湾等へのアクセス 
道路整備 

・インターチェンジへのアクセス道路整備 等 
  （国道３５４号古河境バイパス，筑西三和線［筑西幹線道路］等 162 箇所） 
 
○市町村幹線道路の整備支援（合併市町村幹線道路緊急整備支援事業） 
 ・広域的な交通ネットワークを形成する市町村幹線道路整備の支援 

（（仮）上曽トンネル等 20 市町 45 路線） 

 



39 
 

（２２）茨城県総合計画～「新しい茨城」への挑戦～における 

地域区分毎の基本方向（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県北地域 

県央地域 

県西地域 

県南地域 
鹿行地域 
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地域区分毎の基本方向（抜粋） 

 

 

１ 県北地域                                 
 

面 積（県全体に占める割合） 1,652 ㎢（27.1％） 

人 口（県全体に占める割合） 358,553 人（12.4％） 

総生産（県全体に占める割合） 15,609 億円（12.0％） 

 

●ひたち臨海クリエイティブゾーン（日立市，高萩市，北茨城市） 

  ●奥久慈清流里山ゾーン（常陸太田市，常陸大宮市，大子町） 

 １人あたり 

所得(百万円) 

農業産出額 
(兆円) 

製造品出荷額 
(兆円) 

商品販売額 
(兆円) 

県 北 地 域 2.85 0.02 1.54 0.56 

ひたち臨海クリエイティブゾーン 2.98 0.01 1.37 0.43 

奥久慈清流里山ゾーン 2.56 0.02 0.17 0.13 

 

  将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題                                     

 県北地域は，変化に富んだ海岸線や，久慈川，那珂川などの清流，八溝山系に連なる山並みの豊か

な緑など，多様な自然環境を有する地域です。 

人口は約 35 万 9千人で，県全体の 12.4％を占めています。県内５地域の中で最も高齢化が進行して

おり，将来人口の大幅な減少が見込まれています。 

 地域の活力を維持していくためには，広域交通ネットワークを整備し，地域の特性を活かした観光

や産業の発展を図るとともに，ひたち臨海クリエイティブゾーンにおいては，高度なものづくり産業

の振興など，奥久慈清流里山ゾーンにおいては，農林畜産業の振興による自立した中山間地域づくり

などの取組が必要です。 

 

 

2015 年 

人口：372 千人 

高齢化率：31.2％ 

 

2050 年 

人口：198 千人 

高齢化率：51.0％ 

174 千人（46.7％）減 

※将来人口については，2018 年 3 月に国立社会保障・人口問題研究所が推計した方法に準拠し，本県
において地域別に 2050 年まで算出した年齢 3区分別人口を使用しています。 
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２ 県央地域                                 

 

面 積（県全体に占める割合） 1,145 ㎢（18.8％） 

人 口（県全体に占める割合） 709,213 人（24.6％） 

総生産（県全体に占める割合） 30,111 億円（23.2％） 

   

●観光 歴史 芸術・県都水戸ゾーン（水戸市,笠間市,小美玉市,茨城町,大洗町,城里町） 

  ●常陸那珂国際港湾・海浜リゾートゾーン（ひたちなか市，那珂市，東海村） 

 １人あたり 

所得(百万円) 

農業産出額 
(兆円) 

製造品出荷額 
(兆円) 

商品販売額 
(兆円) 

県 央 地 域 3.08 0.09 1.54 2.59 

観光 歴史 芸術・県都水戸ゾーン 3.07 0.08 0.61 2.10 

常陸那珂国際港湾・海浜リゾートゾーン 3.10 0.01 0.94 0.48 

 

  将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題                                     

 県央地域は，那珂川から涸沼に至る広大な平坦地と緑豊かな丘陵地からなり，県都水戸を中心に本

県の経済，文化，行政の中心地として発展してきた歴史があります。 

 人口は，約 70 万 9 千人で，県全体の 24.6％を占めます。将来人口の減少幅は本県の他地域よりもや

や緩やかなものと見込まれております。 

観光 歴史 芸術・県都水戸ゾーンでは，県都水戸を中心として本県のみならず北関東の発展を先導

する中核的都市圏の形成が期待され，常陸那珂国際港湾・海浜リゾートゾーンでは，広域交通ネット

ワークを活かした物流・産業拠点の形成や，魅力ある観光資源・自然環境を一体的に楽しむことがで

きる環境づくりが求められております。 

 

2015 年 

人口：716 千人 

高齢化率：26.1％ 

 

2050 年 

人口：538 千人 

高齢化率：41.7％ 

178 千人（24.8％）減 
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３ 鹿行地域                                 

 

面 積（県全体に占める割合） 754 ㎢（12.4％） 

人 口（県全体に占める割合） 271,604 人（9.4％） 

総生産（県全体に占める割合） 16,342 億円（12.6％） 

   

●鹿島素材産業・スポーツ交流ゾーン（鹿嶋市，神栖市） 

  ●東関道農業フロンティアゾーン（潮来市，行方市，鉾田市） 

 １人あたり 

所得(百万円) 

農業産出額 
(兆円) 

製造品出荷額 
(兆円) 

商品販売額 
(兆円) 

鹿 行 地 域 3.31 0.13 2.07 0.55 

鹿島素材産業・スポーツ交流ゾーン 3.66 0.02 1.91 0.40 

東関道農業フロンティアゾーン 2.81 0.11 0.16 0.16 

 

  将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題                                     
 鹿行地域は，霞ヶ浦や北浦，肥沃な行方台地などの豊かな自然環境に恵まれ，園芸作物の栽培や養

豚業，水産業などが盛んに行われる，本県を代表する生産地であるとともに，石油精製・石油化学・

鉄鋼を中心とする基礎素材産業の国内有数の集積を誇る鹿島臨海工業地帯など，農業や水産業と工業

がバランスよく発展した地域です。 

人口は，約 27 万 2 千人で，県全体の 9.4％を占め，将来人口の減少幅は県全体の平均値とほぼ同程

度に推移することが見込まれています。 

このような中，鹿島素材産業・スポーツ交流ゾーンでは，国内の素材産業拠点の競争が激しくなっ

ていることから，立地企業と力を合わせ，国際競争力の強化，付加価値の向上，強靭性の確保に取り

組み，鹿島臨海工業地帯の一層の発展と産業集積を図り，東関道農業フロンティアゾーンでは農林水

産物の安定した生産出荷体制の整備促進や６次産業化等による付加価値向上，ＩＣＴ等を活用した生

産性の向上が望まれています。 

 

2015 年 

人口：275 千人 

高齢化率：26.3％ 

 

2050 年 

人口：197 千人 

高齢化率：39.2％ 
78 千人（28.3％）減 
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４ 県南地域                                 

 

面 積（県全体に占める割合） 1,514 ㎢（24.8％） 

人 口（県全体に占める割合） 1,001,362 人（34.7％） 

総生産（県全体に占める割合） 44,948 億円（34.6％） 

   

●常磐線メトロフロントゾーン（土浦市，石岡市，龍ケ崎市，取手市，牛久市，かすみがうら市，阿見町） 

  ●ＴＸつくばスタイルゾーン（つくば市，守谷市，つくばみらい市） 

  ●水郷稲敷田園ゾーン（稲敷市，美浦村，河内町，利根町） 
 １人あたり 

所得(百万円) 

農業産出額 
(兆円) 

製造品出荷額 
(兆円) 

商品販売額 
(兆円) 

県 南 地 域 3.16 0.09 3.23 2.10 

常磐線メトロフロントゾーン 2.94 0.05 2.10 1.16 

ＴＸつくばスタイルゾーン 3.66 0.01 0.87 0.85 

水郷稲敷田園ゾーン 2.66 0.02 0.25 0.08 

 

  将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題                                     

 県南地域は，本県で最も東京圏に近接する地域であり，国や企業の研究機関が多数集積する世界有

数の科学技術拠点を形成する一方，筑波山や霞ヶ浦などの豊かな自然を有しています。 

また，人口は，約 100 万 1 千人で，県内全体の 34.7％を占め，将来人口の減少幅は県内の他地域よ

りも緩やかですが，水郷稲敷田園ゾーンにおいては大幅な減少が見込まれています。 

常磐線メトロフロントゾーンにおいては，鉄道や高速道路などのネットワーク強化など，ＴＸつく

ばスタイルゾーンにおいては，科学技術の集積を活かした新産業の創出など，水郷稲敷田園ゾーンに

おいては，水稲を中心とした水田農業経営の確立やアグリビジネスの振興などを図ることが期待され

ています。 

2015 年 

人口：1001 千人 

高齢化率：25.5％ 

 

2050 年 

人口：801 千人 

高齢化率：39.1％ 

200 千人（19.9％）減 
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【データの出所等】 
面積：「平成 29 年全国都道府県市区町村別面積調」，人口：「茨城県常住人口調査（H30.4.1 現在）」 
総生産･１人あたり所得：「平成 27 年度市町村民経済計算」，農業産出額：「平成 28 年市町村別農業産出額(推計)」 
製造品出荷額：「茨城の工業（平成 29 年工業統計調査結果報告書）」，商品販売額：「平成 28 年経済センサス」 
将来人口推計：「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」国立社会保障・人口問題研究所 
※各項目において表示単位未満の数値を四捨五入しているため，農業産出額・製造品出荷額・商品販売額における地

域別の金額とゾーン別の金額の合計，棒グラフで示した地域別の推計人口と年齢 3 区分別人口の合計には一致しな
いものがある。 

５ 県西地域                                 

 

面 積（県全体に占める割合） 1,031 ㎢（16.9％） 

人 口（県全体に占める割合） 544,893 人（18.9％） 

総生産（県全体に占める割合） 22,911 億円（17.6％） 

 

  ●圏央道新産業クラスターゾーン（古河市，常総市，坂東市，五霞町，境町） 

  ●筑波山西部伝統・未来産業ゾーン（結城市，下妻市，筑西市，桜川市，八千代町） 
 １人あたり 

所得(百万円) 
農業産出額 

(兆円) 
製造品出荷額 

(兆円) 
商品販売額 

(兆円) 

県 西 地 域 2.96 0.14 2.83 1.07 

圏央道新産業クラスターゾーン 3.02 0.06 1.77 0.55 

筑波山西部伝統・未来産業ゾーン 2.90 0.08 1.06 0.52 

 

  将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題                                     

 県西地域は，関東平野のほぼ中央に位置し，利根川，鬼怒川，小貝川の流域に広がる肥沃で広大な

平坦地を有しています。伝統的工芸品や石材業などの地場産業が盛んであるほか，園芸作物を中心と

した農業が展開されています。また，近年は，北関東自動車道，首都圏中央連絡自動車道など広域交

通ネットワークの整備によって企業の立地が進んでいます。 

人口は，約 54 万 5 千人で，県内全体の 18.9％を占めます。高齢化率は県全体の平均値と同程度で推

移していますが，人口については大幅な減少が見込まれています。 

 圏央道新産業クラスターゾーンにおいては，東京圏に近いという地理的優位性を活かし，新たな産

業拠点の形成など，筑波山西部伝統・未来産業ゾーンにおいては，鉄道沿線地域の良好な住環境の整

備などを促進し，地域を発展させることが必要です。 
 

2015 年 

人口：554 千人 

高齢化率：26.9％ 

 

2050 年 

人口：363 千人 

高齢化率：41.4％ 

191 千人（34.5％）減 
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４
 

委
員

会
で

の
主

な
意

見
及

び
提

言
へ

の
反

映
状

況
 

 
茨

城
県

総
合

計
画

「
新

し
い

茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

「
新

し
い

豊
か

さ
」

 

１
 

質
の

高
い

雇
用

の
創

出
 

(
1
)
成

長
分

野
等

の
企

業
の

誘

致
 

(
2
)
工

業
団

地
へ

の
企

業
立

地

の
加

速
化

 

(
3
)
産

業
を

支
え

る
人

材
の

育

成
・

確
保

 

＜
企

業
誘

致
＞

 

・
 

企
業

誘
致

に
積

極
的

に
取

り
組

み
，

本
社

機
能

ま
で

持
っ

て
こ

よ
う

と
い

う
県

の
取

り
組

み
を

評
価

し
て

い
る

。
 

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

考
え

る
と

，
県

内
で

も
特

に
厳

し
い

地
域

(
消

滅
可

能
性

都
市

と
言

わ
れ

て
い

る
県

北
６

市
町

，
ま

た
,

県
北

ば
か

り
で

な
く

稲
敷

，
河

内
，

五
霞

な
ど

)
を

差
別

化
し

て
，

し
っ

か
り

と
県

の
政

策
を

推
進

し
て

い
く

こ
と

が
，

産
業

の
育

成

に
も

な
る

と
考

え
る

。
そ

れ
に

は
，

道
路

整
備

な
ど

に
よ

り
，

便

利
な

地
域

に
し

て
い

か
な

け
れ

ば
企

業
を

張
り

つ
け

る
こ

と
も

で

き
な

い
。

 

利
便

性
が

悪
い

地
域

で
は

，
大

胆
な

施
策

が
必

要
。

県
北

振
興

な
ど

と
言

っ
て

，
一

過
性

の
イ

ベ
ン

ト
で

終
わ

り
で

は
い

け
な

い
。

（
石

井
委

員
）

 

 ・
 

港
湾

関
連

用
地

も
絶

対
的

に
不

足
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

常
陸

那
珂

港
で

は
後

背
地

が
足

り
な

い
。

早
め

に
手

を
打

っ
て

，
地

元

市
村

と
協

調
し

な
が

ら
，

農
地

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
，

あ
る

い

は
道

路
を

計
画

し
て

い
る

と
こ

ろ
の

周
辺

に
つ

い
て

，
ど

う
す

べ

き
か

方
向

性
を

早
く

訴
え

，
検

討
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
海

野
委

員
）

 

 ・
 

工
場

立
地

動
向

調
査

は
物

流
施

設
が

対
象

外
だ

が
，

多
数

の
雇

用
が

発
生

す
る

物
流

施
設

も
あ

る
。

物
流

施
設

の
立

地
は

雇
用

の

面
に

大
き

く
影

響
し

，
県

の
政

策
に

も
関

連
し

て
く

る
と

こ
ろ

で

あ
る

。
古

河
，

五
霞

町
，

境
町

近
辺

は
，

大
型

の
物

流
施

設
が

で

＜
企

業
誘

致
＞

 

〇
 

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
の

た
め

に
は

，
県

北
な

ど
特

に
人

口

減
少

が
著

し
く

，
ま

た
利

便
性

が
低

い
地

域
で

も
起

爆
剤

と
な

る
よ

う
な

企
業

誘
致

が
進

む
よ

う
，

一
過

性
の

イ
ベ

ン
ト

だ
け

で
な

く
規

格
の

高
い

道
路

整
備

を
優

先
的

に
進

め
る

な
ど

，
継

続
的

か
つ

大
胆

な
優

遇
措

置
・

振
興

施
策

を
積

極
的

に
展

開
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

     

  

〇
 

本
県

の
優

位
性

の
一

つ
で

あ
る

港
湾

に
つ

い
て

は
，

周
辺

地

域
の

利
活

用
に

つ
い

て
検

討
し

，
港

湾
の

後
背

地
な

ど
必

要
な

用
地

に
つ

い
て

は
早

期
に

方
向

性
を

打
ち

出
す

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

   〇
 

物
流

施
設

に
つ

い
て

も
，

大
型

施
設

の
立

地
が

増
加

す
る

こ

と
で

，
多

数
の

雇
用

を
生

む
も

の
が

出
て

き
て

お
り

，
立

地
に

関
す

る
情

報
を

県
独

自
に

も
把

握
・

分
析

し
て

政
策

に
活

か
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

き
て

き
て

い
る

。
工

場
立

地
動

向
調

査
に

つ
い

て
，

物
流

施
設

を

調
査

対
象

と
す

る
よ

う
国

に
要

望
す

る
こ

と
や

，
県

独
自

に
把

握

す
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

。
（

森
田

委
員

）
 

 ・
 

誘
致

し
た

企
業

に
対

し
て

は
，

補
助

金
の

交
付

や
税

の
免

除
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

も
，

撤
退

に
つ

い
て

情
報

を
把

握
し

て

お
く

必
要

が
あ

る
。

企
業

の
撤

退
は

，
地

域
経

済
に

与
え

る
影

響

が
大

き
い

。
撤

退
の

際
に

は
，

企
業

の
社

会
的

な
責

任
と

し
て

，

事
前

に
県

に
報

告
を

求
め

る
こ

と
や

働
く

労
働

者
の

再
就

職
支

援

も
含

め
た

ル
ー

ル
が

必
要

で
は

な
い

か
。

 

ま
た

，
企

業
を

定
期

的
に

訪
問

し
て

意
見

交
換

し
，

要
望

を
聞

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

（
山

中
委

員
）

 

  ・
 

企
業

の
撤

退
理

由
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。

工
業

団
地

に
は

連
絡

協
議

会
が

あ
り

，
そ

こ
で

ど
の

企
業

が
，

ど
う

い
う

理
由

で

撤
退

す
る

の
か

把
握

し
て

い
る

は
ず

で
あ

る
。

そ
う

し
た

場
も

活

用
し

て
情

報
収

集
し

，
き

め
細

か
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と

り
な

が
ら

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
鈴

木

委
員

）
 

 ・
 

工
業

団
地

の
企

業
か

ら
は

，
イ

ベ
ン

ト
に

Ｐ
Ｒ

ブ
ー

ス
を

出
す

な
ど

で
，

地
元

自
治

体
に

Ｐ
Ｒ

し
た

い
と

の
意

見
も

聞
か

れ
る

。

ま
た

，
企

業
へ

の
個

別
訪

問
に

よ
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
は

，
県

の

大
切

な
業

務
の

一
環

で
あ

り
，

企
業

誘
致

の
売

り
と

も
な

る
。

 

企
業

の
撤

退
に

は
経

営
面

で
の

理
由

も
あ

ろ
う

が
，

他
か

ら
抜

か
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
，

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

た
め

の
人

員

や
予

算
を

充
実

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
（

岡
田

委
員

）
 

    〇
 

企
業

の
撤

退
に

は
経

営
面

で
の

理
由

も
あ

ろ
う

が
，

地
域

経

済
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
も

鑑
み

，
撤

退
す

る
場

合
に

は
，

事
前

に
県

へ
報

告
す

る
こ

と
や

，
労

働
者

の
再

就
職

支
援

に
努

め
る

な
ど

の
ル

ー
ル

に
つ

い
て

，
必

要
性

を
検

討
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
 

ま
た

，
工

業
団

地
の

連
絡

協
議

会
な

ど
の

場
も

活
用

し
て

早

期
の

情
報

収
集

に
努

め
る

と
と

も
に

，
き

め
細

か
く

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

な
が

ら
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 〇
 

企
業

へ
の

個
別

訪
問

に
よ

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

は
，

県
の

大

切
な

業
務

の
一

環
で

あ
り

，
企

業
誘

致
の

際
の

セ
ー

ル
ス

ポ
イ

ン
ト

に
も

な
る

。
 

他
県

と
の

地
域

間
競

争
で

後
れ

を
取

る
こ

と
の

な
い

よ
う

，

誘
致

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

た
め

の
人

員
や

予
算

を
充

実
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

・
 

企
業

側
か

ら
は

行
政

に
言

い
に

く
い

部
分

も
あ

る
。

水
や

人
が

足
り

な
い

，
道

路
を

改
良

し
て

ほ
し

い
，

造
成

し
た

い
け

れ
ど

も

土
地

が
な

い
等

々
，
い

ろ
い

ろ
な

要
望

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

の
で

，

他
県

に
劣

ら
な

い
立

地
企

業
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
が

必
要

で
あ

る
。（

森

田
委

員
）

 

 ＜
工

業
団

地
＞

 

・
 

工
業

団
地

の
造

成
に

つ
い

て
，

地
元

に
根

づ
い

て
頑

張
る

企
業

が
業

務
拡

大
し

よ
う

と
思

っ
て

も
土

地
が

な
く

て
で

き
な

い
と

い

う
こ

と
に

な
ら

な
い

よ
う

，
市

町
村

と
連

携
し

な
が

ら
検

討
す

る

必
要

が
あ

る
。

（
磯

崎
委

員
）

 

 ・
 

工
業

団
地

の
価

格
設

定
で

は
，

企
業

が
来

に
く

い
と

こ
ろ

は
値

引
き

幅
を

大
き

く
す

る
な

ど
，

地
域

に
応

じ
た

対
策

も
必

要
。

幅

広
い

観
点

か
ら

，
県

の
支

援
，

地
域

ご
と

の
支

援
を

精
査

し
て

い

く
必

要
が

あ
る

。
（

森
田

委
員

）
 

 ・
 

宮
の

郷
工

業
団

地
な

ど
は

値
段

を
下

げ
た

と
い

う
こ

と
だ

が
，

今
ま

で
が

高
か

っ
た

。
適

正
な

価
格

で
，

残
っ

て
い

る
土

地
を

早

急
に

販
売

す
る

た
め

の
体

制
が

必
要

。
各

市
町

村
と

も
話

し
合

い

を
し

な
が

ら
，

ス
ム

ー
ズ

に
仕

事
が

進
む

体
制

づ
く

り
を

進
め

る

必
要

が
あ

る
。

（
半

村
委

員
）

 

 ＜
産

業
を

支
え

る
人

材
の

育
成

・
確

保
＞

 

・
 

県
外

か
ら

企
業

が
立

地
し

た
際

の
人

材
確

保
に

つ
い

て
，

地
元

雇
用

は
市

町
村

と
も

タ
イ

ア
ッ

プ
を

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
必

要

が
あ

る
。

（
半

村
委

員
）

 

 

      ＜
工

業
団

地
＞

 

〇
 

工
業

団
地

の
造

成
に

つ
い

て
は

，
地

元
企

業
の

業
務

拡
大

な

ど
の

需
要

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
，

市
町

村
と

も
連

携
し

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

ま
た

，
地

域
ご

と
の

利
便

性
に

応
じ

た
弾

力
的

な
価

格
設

定

を
行

う
と

と
も

に
，

市
町

村
と

連
携

す
る

な
ど

早
期

販
売

に
必

要
な

体
制

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

          ＜
産

業
を

支
え

る
人

材
の

育
成

・
確

保
＞

 

〇
 

産
業

を
支

え
る

た
め

の
人

材
を

育
成

・
確

保
す

る
た

め
，

誘

致
企

業
の

地
元

雇
用

に
つ

い
て

市
町

村
と

緊
密

な
連

携
の

も
と

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

・
 

Ａ
Ｉ

で
も

Ｉ
ｏ

Ｔ
で

も
ロ

ボ
ッ

ト
で

も
，

結
局

は
道

具
と

考
え

れ
ば

，
そ

れ
を

使
う

私
た

ち
人

間
の

役
割

が
重

要
で

あ
る

。
平

均

的
に

で
き

る
人

は
あ

ま
り

必
要

な
く

な
る

と
い

う
が

，
Ａ

Ｉ
や

Ｉ

ｏ
Ｔ

を
活

用
で

き
る

人
を

育
て

て
い

く
こ

と
な

ど
，

教
育

の
あ

り

方
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（

山
中

委
員

）
 

 ・
 

県
民

所
得

に
つ

い
て

，
目

標
を

総
合

計
画

等
で

は
決

め
て

い
る

が
，

県
民

所
得

を
構

成
す

る
企

業
所

得
と

，
雇

用
者

報
酬

と
に

分

け
て

把
握

す
べ

き
で

あ
る

。
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
後

，
企

業
は

業

績
を

回
復

し
て

い
る

が
，

雇
用

者
報

酬
は

伸
び

て
い

な
い

。
労

働

分
配

率
も

一
貫

し
て

全
国

よ
り

下
回

っ
て

い
る

。
し

っ
か

り
分

析

を
し

て
，

今
後

の
対

応
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
（

山
中

委
員

）
 

 ・
 

県
北

な
ど

，
製

造
業

を
営

む
中

小
零

細
企

業
が

多
い

地
域

で
は

，

今
後

ま
す

ま
す

事
業

承
継

が
課

題
に

な
っ

て
い

く
た

め
，

効
果

的

な
対

策
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
（

齋
藤

委
員

）
 

    ・
 

世
界

経
済

が
グ

ロ
ー

バ
ル

化
し

，
Ｉ

ｏ
Ｔ

が
進

む
こ

と
で

，
「

人

口
が

多
い

と
こ

ろ
」

，
「

安
い

労
働

力
を

使
え

る
と

こ
ろ

」
が

強

い
国

で
は

な
く

，
情

報
を

持
つ

国
が

強
く

な
っ

て
く

る
。

社
会

で

の
人

の
役

割
が

ど
ん

ど
ん

少
な

く
な

っ
て

く
る

。
持

続
可

能
な

成

長
戦

略
を

大
切

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
若

い
世

代
が

茨
城

に

残
り

，
働

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

県
で

は
企

業
誘

致
に

力
を

入
れ

た
り

，
Ｉ

ｏ
Ｔ

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
，

生
産

性
の

向
上

や
担

い
手

不
足

，
少

子

〇
 

Ａ
Ｉ

や
Ｉ

ｏ
Ｔ

，
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
の

技
術

の
発

展
に

伴
い

，

そ
れ

を
活

用
で

き
る

人
材

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

 

    〇
 

県
民

所
得

は
，

企
業

所
得

と
雇

用
者

報
酬

に
分

け
て

把
握

す

る
必

要
が

あ
る

。
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
後

，
企

業
所

得
ほ

ど
に

は
雇

用
者

報
酬

は
伸

び
て

い
な

い
。

し
っ

か
り

分
析

を
し

て
，

今
後

の
対

応
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

   〇
 

県
北

な
ど

，
製

造
業

を
営

む
中

小
零

細
企

業
が

多
い

地
域

で

は
，

今
後

ま
す

ま
す

事
業

承
継

が
課

題
に

な
っ

て
い

く
。

 

地
域

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

中
で

重
要

な
中

小
企

業
の

承

継
の

た
め

，
人

材
の

マ
ッ

チ
ン

グ
や

，
事

業
を

引
き

継
ぐ

先
の

企
業

と
の

橋
渡

し
な

ど
効

果
的

な
対

策
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 〇
 

Ｉ
ｏ

Ｔ
の

進
展

に
よ

り
，

社
会

で
の

人
の

役
割

が
少

な
く

な

る
と

さ
れ

て
い

る
が

，
県

内
外

の
若

い
世

代
が

茨
城

で
働

き
た

い
と

思
え

る
よ

う
な

持
続

可
能

な
成

長
戦

略
を

見
据

え
た

施
策

の
展

開
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

   



 

 49 

茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

高
齢

化
問

題
に

対
策

を
講

じ
て

い
る

よ
う

だ
が

，
県

内
外

の
若

い

世
代

が
，
茨

城
で

働
き

た
い

と
思

え
る

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

高
い

投
資

に
よ

り
Ｉ

Ｔ
，

Ｉ
ｏ

Ｔ
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
化

を
進

め
，

先
進

的
な

技
術

を
持

つ
企

業
が

た
く

さ
ん

あ
り

，
技

術
の

扱
い

に
た

け

た
一

部
の

人
は

い
る

け
れ

ど
も

，
働

い
て

い
る

人
は

ご
く

わ
ず

か

と
い

う
こ

と
で

は
，

県
の

持
続

性
と

い
う

本
質

か
ら

は
離

れ
て

し

ま
う

。
 

私
た

ち
の

目
指

す
先

は
，

常
に

人
を

見
て

い
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

考
え

る
。

地
元

の
方

の
雇

用
や

，
県

外
の

方
を

引
っ

張
っ

て

く
る

と
い

う
こ

と
は

，
こ

れ
か

ら
一

番
大

切
な

部
分

で
あ

る
と

考

え
る

。
（

中
村

委
員

）
 

 

２
 

新
産

業
育

成
と

中
小

企

業
等

の
成

長
 

(
1
)
先

端
技

術
を

取
り

入
れ

た

新
産

業
の

育
成

 

(
2
)
共

存
共

栄
で

き
る

新
し

い

産
業

集
積

づ
く

り
 

(
3
)
活

力
あ

る
中

小
企

業
・

小

規
模

事
業

者
の

育
成

 

・
 

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
向

け
て

，
つ

く
ば

市
で

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

取
り

組
み

が
始

ま
っ

た
。

大
い

に
期

待
し

て
い

る
と

こ
ろ

で

あ
り

，
成

果
を

し
っ

か
り

検
証

し
て

，
県

内
に

広
く

横
展

開
を

図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
（

伊
沢

委
員

）
 

 ・
 

ス
ー

パ
ー

シ
テ

ィ
の

法
案

が
，
先

の
国

会
で

廃
案

に
な

っ
た

が
，

秋
の

臨
時

国
会

に
再

び
提

出
さ

れ
る

と
聞

く
。

法
案

成
立

の
際

に

は
，

本
県

で
も

取
り

組
む

市
町

村
が

出
て

く
る

よ
う

し
っ

か
り

支

援
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
（

伊
沢

委
員

）
 

 ・
 

県
北

の
活

力
な

く
し

て
県

の
活

力
は

な
い

。
地

域
が

活
力

を
生

み
出

す
た

め
に

は
，

道
路

イ
ン

フ
ラ

が
整

わ
な

け
れ

ば
，

企
業

も

立
地

で
き

な
い

。
北

関
東

自
動

車
道

や
圏

央
道

，
Ｔ

Ｘ
沿

線
に

は

優
良

企
業

が
進

出
し

て
い

る
が

，
県

北
山

間
部

で
は

企
業

立
地

が

難
し

い
現

状
が

あ
る

。
 

道
路

整
備

に
は

時
間

も
か

か
る

こ
と

か
ら

，
今

あ
る

も
の

を
活

〇
 

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
向

け
，

つ
く

ば
市

で
採

択
さ

れ
た

国

土
交

通
省

の
「

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
モ

デ
ル

事
業

」
等

の
実

証
実

験
の

成
果

に
つ

い
て

，
し

っ
か

り
と

検
証

し
て

広
く

県
内

で
横

展
開

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 〇
 

最
先

端
技

術
を

社
会

実
装

し
た

都
市

「
ス

ー
パ

ー
シ

テ
ィ

」

に
つ

い
て

，
国

家
戦

略
特

別
区

域
法

の
改

正
法

が
成

立
し

た
際

に
は

，
本

県
で

も
取

り
組

む
市

町
村

が
出

る
よ

う
，

必
要

な
支

援
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

〇
 

今
あ

る
地

域
資

源
を

活
用

し
て

産
業

化
し

，
充

実
・

発
展

さ

せ
て

い
く

発
想

が
大

切
で

あ
る

。
「

産
業

を
創

る
」

と
い

う
目

標
を

掲
げ

て
施

策
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
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画
「

新
し

い
茨

城
」
へ
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2
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2
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）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

用
し

て
産

業
化

し
，

充
実

・
発

展
さ

せ
て

い
く

発
想

が
必

要
で

あ

る
。

「
産

業
を

創
る

」
と

い
う

目
標

を
掲

げ
て

施
策

を
進

め
る

必

要
が

あ
る

。
（

石
井

委
員

）
 

 ・
 

こ
れ

か
ら

の
世

界
で

大
事

な
の

は
サ

ス
テ

ィ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

（
持

続
可

能
性

）
で

あ
る

。
温

暖
化

対
策

に
つ

い
て

，
「

こ
の

５
年

間

ぐ
ら

い
で

手
を

打
た

な
い

と
，

こ
の

地
球

は
ど

う
し

よ
う

も
な

く

な
る

」
と

の
話

も
聞

く
。

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
が

温
暖

化
対

策
に

ど
う

い

っ
た

こ
と

が
で

き
る

の
か

，
考

え
て

い
く

時
機

と
考

え
る

。
（

田

村
委

員
）

 

 ・
 

国
と

県
と

市
町

村
が

あ
り

，
そ

れ
ぞ

れ
独

自
に

自
治

が
あ

る
中

で
，

国
と

市
町

村
の

間
の

県
と

い
う

立
場

で
考

え
る

と
，

県
は

伴

走
型

と
し

て
市

町
村

と
寄

り
添

う
こ

と
と

，
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

と

し
て

も
見

せ
る

と
こ

ろ
，

そ
の

ど
ち

ら
も

示
し

て
い

く
必

要
が

あ

る
。

（
岡

田
委

員
）

 

    ・
 

中
小

企
業

の
発

展
に

寄
与

す
る

た
め

，
産

業
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

，
そ

の
支

援
内

容
の

認
知

度
を

高
め

る

必
要

が
あ

る
。

（
磯

崎
委

員
）

 

     

    〇
 

こ
れ

か
ら

の
世

界
で

は
サ

ス
テ

ィ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

（
持

続
可

能

性
）

が
重

要
で

あ
る

。
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
よ

り
，

経
済

発

展
と

地
球

温
暖

化
な

ど
の

社
会

的
課

題
の

解
決

の
両

立
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

   ○
 

市
町

村
の

窓
口

業
務

な
ど

独
自

性
を

発
揮

す
る

必
要

の
な

い

事
務

の
共

通
化

や
，

獣
害

対
策

な
ど

の
ベ

ス
ト

ノ
ウ

ハ
ウ

の
共

有
な

ど
の

取
組

の
指

導
・

牽
引

役
を

県
が

担
う

こ
と

で
，

県
全

体
の

効
率

化
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

 

産
業

の
育

成
・

振
興

で
県

が
果

た
す

役
割

は
，

伴
走

型
と

し

て
市

町
村

と
寄

り
添

う
こ

と
に

加
え

，
先

端
技

術
の

研
究

開
発

や
社

会
実

装
等

を
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

と
し

て
提

示
す

る
事

が
必

要
で

あ
る

。
 
 

 

〇
 

産
業

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

，
中

小

企
業

へ
の

技
術

支
援

の
強

化
に

よ
る

，
技

術
力

の
向

上
や

新
技

術
・

新
製

品
の

開
発

な
ど

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

 

 
 

Ｉ
ｏ

Ｔ
や

Ａ
Ｉ

，
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
，

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

次
世

代

技
術

に
関

す
る

情
報

提
供

や
専

門
家

派
遣

，
模

擬
ス

マ
ー

ト
工

場
に

よ
る

実
証

な
ど

，
産

業
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
支

援
内

容
に

つ
い

て
よ

り
一

層
情

報
発

信
を

強
化

し
，

積
極
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

   ・
 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

は
店

舗
へ

の
導

入
が

主
だ

と
思

う
が

，
個

人
に

対
し

て
の

促
進

・
Ｐ

Ｒ
も

必
要

で
あ

る
。

都
内

で
は

，
キ

ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
に

関
す

る
「

の
ぼ

り
」

や
「

店
舗

窓
ガ

ラ
ス

の
ス

テ

ッ
カ

ー
」

な
ど

が
多

々
見

受
け

ら
れ

る
。

県
内

で
は

そ
う

し
た

店

舗
が

少
な

く
，

Ｐ
Ｒ

が
足

り
な

い
と

感
じ

て
い

る
。

 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
の

普
及

に
よ

り
，

生
活

も
便

利
に

な
り

，
店

舗
の

人
員

削
減

や
業

務
軽

減
に

も
つ

な
が

る
。

県
が

施
策

を
進

め

て
い

く
上

で
は

，
個

人
に

対
し

て
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

も
っ

と
積

極

的
に

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
，

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
は

，

カ
ー

ド
や

ス
マ

ホ
が

メ
イ

ン
に

な
っ

て
く

る
が

，
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ

ス
を

利
用

し
た

い
け

れ
ど

も
，

カ
ー

ド
や

ス
マ

ホ
を

所
持

し
て

い

な
い

方
へ

の
対

応
も

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ

ス
の

導
入

は
，

手
続

が
非

常
に

難
し

い
こ

と
が

普
及

が
進

ま
な

い

原
因

と
も

考
え

る
が

，
そ

う
し

た
面

で
の

対
策

も
必

要
で

あ
る

。

（
沼

田
委

員
）

 

 ・
 

e
ス

ポ
ー

ツ
は

，
海

外
で

は
職

業
に

位
置

づ
け

ら
れ

る
ほ

ど
社

会

的
に

認
知

さ
れ

て
き

て
い

る
。

本
県

は
，

都
道

府
県

と
し

て
は

初

め
に

手
を

挙
げ

た
が

認
知

度
が

低
い

。
産

業
と

し
て

い
く

た
め

，

県
民

の
認

知
度

を
上

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
極

論
す

れ

ば
，

学
校

教
育

に
取

り
入

れ
る

な
ど

も
考

え
ら

れ
，

子
供

た
ち

の

職
業

の
幅

も
広

が
る

。
地

元
商

工
会

か
ら

は
，

夏
休

み
の

イ
ベ

ン

ト
で

e
ス

ポ
ー

ツ
の

大
会

が
で

き
な

い
か

と
の

話
も

出
た

。
認

知
度

向
上

の
た

め
，

団
体

や
企

業
に

対
し

て
の

積
極

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ

も
お

願
い

し
た

い
。
（

沼
田

委
員

）
 

的
か

つ
有

効
に

利
用

さ
れ

る
よ

う
促

進
し

，
中

小
企

業
の

発
展

を
リ

ー
ド

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 〇
 

世
界

的
に

決
済

手
段

と
し

て
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

化
が

進
み

つ

つ
あ

る
が

，
日

本
は

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

比
率

が
2
0
％

程
度

で
韓

国
や

中
国

な
ど

に
大

き
く

後
れ

を
取

っ
て

い
る

。
 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

の
推

進
に

よ
り

消
費

者
に

と
っ

て
の

利

便
性

向
上

は
も

ち
ろ

ん
，

事
業

者
の

業
務

軽
減

に
も

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

ま
た

，
商

取
引

に
お

け
る

支
払

を
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

化
す

る
こ

と
で

，
物

流
の

効
率

化
や

，
取

引
情

報
及

び
信

用
情

報
の

蓄
積

に

基
づ

く
金

融
の

新
た

な
付

加
価

値
創

造
に

繋
が

る
こ

と
が

期
待

さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
積

極
的

に
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

そ
の

た
め

，
店

舗
だ

け
で

な
く
個

人
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
積

極

的
に

進
め

る
と

と
も

に
，

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

に
取

り
残

さ
れ

る
人

が
で

な
い

よ
う

，
普

及
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

   〇
 

世
界

的
に

急
成

長
し

て
い

る
e
ス

ポ
ー

ツ
を

地
域

の
産

業
と

し
て

取
り

入
れ

，
振

興
し

て
い

く
た

め
，

団
体

や
企

業
へ

ア
プ

ロ
ー

チ
を

図
り

県
民

の
認

知
度

を
上

げ
る

な
ど

，
積

極
的

な
取

組
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

３
 

強
い

農
林

水
産

業
 

(
1
)
農

業
の

成
長

産
業

化
 

(
2
)
未

来
の

農
業

の
エ

ン
ジ

ン

と
な

る
担

い
手

づ
く

り
 

(
3
)
林

業
の

成
長

産
業

化
 

(
4
)
水

産
業

の
成

長
産

業
化

 

(
5
)
県

食
材

の
国

内
外

へ
の

販

路
拡

大
 

＜
農

業
の

成
長

産
業

化
＞

 

・
 

農
業

の
担

い
手

の
減

少
，

高
齢

化
の

進
行

等
に

よ
り

労
働

力
不

足
が

深
刻

な
問

題
に

な
っ

て
い

る
。

 

 
 

ス
マ

ー
ト

農
業

の
推

進
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
や

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
活

用
と

あ
わ

せ
て

，
先

端
技

術
開

発
も

大
切

に
な

っ
て

く
る

。
県

で
は

平

成
3
0
年

３
月

に
農

研
機

構
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

，
技

術
開

発
の

強
化

を
進

め
て

い
る

が
，

つ
く

ば
の

科
学

技
術

の
集

積
な

ど

本
県

の
優

位
性

を
生

か
し

て
，

多
様

な
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

研

究
開

発
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
，

利
活

用
の

段
階

で

は
，

い
か

に
安

く
提

供
で

き
る

か
と

い
う

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。

安
く

提
供

す
る

た
め

に
，

県
と

し
て

ど
の

よ
う

な
後

押
し

が
で

き

る
の

か
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
伊

沢
委

員
）

 

 

・
 

６
次

産
業

化
は

非
常

に
重

要
な

分
野

だ
と

注
目

し
て

い
る

。
六

次
産

業
化

・
地

産
地

消
法

に
基

づ
く

総
合

化
事

業
計

画
の

認
定

要

件
を

ク
リ

ア
で

き
る

経
営

体
を

把
握

す
る

だ
け

で
な

く
，

経
営

体

が
認

定
要

件
を

ク
リ

ア
し

て
い

け
る

よ
う

生
産

か
ら

販
売

ま
で

一

貫
し

て
応

援
し

て
い

く
体

制
が

必
要

で
は

な
い

か
。
（

山
中

委
員

）
 

 

・
 

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

は
世

界
的

な
潮

流
で

あ
り

，
ア

ド
バ

ン
テ

ー
ジ

に
な

る
と

考
え

る
。

農
薬

に
は

基
準

が
あ

り
，

そ
れ

を
超

え
な

け

れ
ば

人
体

に
影

響
は

な
い

と
い

う
が

，
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

と
日

本
の

基

準
は

4
0
0
～

2
,
0
0
0
倍

も
違

う
も

の
も

あ
る

。
世

界
的

に
も

農
薬

規

制
の

動
き

が
あ

り
，

中
国

で
は

残
留

農
薬

の
事

件
以

降
，

オ
ー

ガ

ニ
ッ

ク
に

力
を

入
れ

て
い

る
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
も

そ
の

傾
向

が
非

常

に
強

い
。

 

 
 

出
荷

用
と

自
家

用
で

，
農

薬
使

用
の

有
無

を
分

け
る

こ
と

が
，

生
産

者
の

間
で

は
当

た
り

前
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
と

の
話

も

 〇
 

本
県

の
強

み
で

あ
る

農
業

は
，

高
齢

化
に

よ
る

労
働

力
不

足

が
深

刻
な

問
題

に
な

っ
て

い
る

が
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
や

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

な
ど

先
端

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
た

ス
マ

ー
ト

農
業

を
展

開
で

き
る

分
野

で
も

あ
る

。
 

つ
く

ば
の

科
学

技
術

の
集

積
を

活
か

し
，

平
成

3
0
年

３
月

に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
農

研
機

構
な

ど
多

様
な

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
研

究
開

発
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

ま
た

，
先

端
技

術
の

普
及

に
あ

た
っ

て
は

，
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン

等
が

課
題

と
な

る
と

思
わ

れ
る

た
め

，
県

と
し

て
の

支
援

方
法

を
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

  〇
 

儲
か

る
農

業
を

実
現

す
る

た
め

に
も

，
６

次
産

業
化

に
よ

る

付
加

価
値

の
向

上
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
六

次
産

業
化

・
地

産
地

消
法

に
基

づ
く

総
合

化
事

業
計

画
に

つ
い

て
，

経
営

体
が

認
定

要
件

を
ク

リ
ア

し
て

い
け

る
よ

う
生

産
か

ら
販

売
ま

で
一

貫
し

て
支

援
し

て
い

く
体

制
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

〇
 

農
業

分
野

に
お

け
る

国
際

競
争

・
産

地
間

競
争

の
激

化
は

避

け
ら

れ
な

い
。

そ
う

し
た

中
，

世
界

の
潮

流
で

も
あ

り
，

環
境

や
子

供
た

ち
の

健
康

を
守

る
こ

と
に

も
つ

な
が

る
有

機
農

業
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

有
機

農
業

は
手

間
が

か
か

る
う

え
に

収
穫

量
が

少
な

く
な

る

傾
向

に
あ

り
，

適
正

な
価

格
で

取
引

し
て

く
れ

る
販

売
先

の
確

保
が

課
題

と
な

る
こ

と
が

多
い

。
そ

の
た

め
，

生
産

者
へ

の
販

売
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，

生
産

に
専

念
で

き
る

体
制

を
作

る
必

要
が

あ
る

。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

聞
く

。
農

薬
の

危
険

性
は

生
産

者
が

一
番

よ
く

知
っ

て
い

る
。

全

国
的

に
発

達
障

害
が

増
え

て
い

る
の

は
，

社
会

の
ス

ト
レ

ス
も

あ

る
と

思
う

が
，
農

薬
を

そ
の

一
要

因
と

す
る

知
見

も
あ

る
と

聞
く

。
 

自
動

ト
ラ

ク
タ

ー
も

大
事

で
あ

る
が

，
農

業
で

一
番

大
変

な
作

業
は

除
草

で
あ

り
，

農
薬

を
使

わ
な

い
で

除
草

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト

を
農

研
機

構
と

県
で

開
発

で
き

な
い

か
。

 

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

農
業

の
推

進
と

，
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
農

業
を

楽
に

で
き

る
よ

う
な

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
開

発
に

力
を

入
れ

て
い

く
必

要
が

あ

る
。

（
鈴

木
委

員
）

 

 

・
 

有
機

農
法

は
販

売
先

確
保

が
課

題
。

生
産

者
へ

の
販

売
支

援
に

よ
り

，
生

産
に

専
念

で
き

る
体

制
を

作
っ

て
欲

し
い

。
（

鈴
木

委

員
）

 

  ＜
担

い
手

づ
く

り
＞

 

・
 

約
９

万
人

の
農

業
者

の
う

ち
，

ス
マ

ー
ト

農
業

や
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
，

６
次

産
業

化
，

農
産

物
の

輸
出

等
，

県
の

政
策

に
絡

む

人
数

は
ど

の
ぐ

ら
い

い
る

の
か

。
多

く
の

農
業

者
が

，
自

分
に

は

関
係

な
い

と
言

う
よ

う
な

政
策

で
は

，
全

体
を

網
羅

し
た

も
の

に

な
ら

な
い

。
 

趣
味

や
ネ

ッ
ト

販
売

な
ど

を
含

め
，

農
業

経
営

の
目

指
す

も
の

は
様

々
あ

る
が

，
儲

か
ら

な
け

れ
ば

継
続

は
で

き
な

い
。
例

え
ば

，

メ
ガ

フ
ァ

ー
ム

や
施

設
園

芸
な

ど
の

経
営

の
形

態
や

，
地

域
性

，

気
候

，
東

京
か

ら
の

距
離

な
ど

に
着

目
し

て
，

例
え

ば
3
0
程

度
の

パ
タ

ー
ン

に
分

け
，

経
営

の
ヒ

ン
ト

と
し

て
示

し
て

は
ど

う
か

。
 

そ
う

す
れ

ば
，

農
業

に
魅

力
を

感
じ

，
ま

た
意

欲
を

燃
や

す
人

が
出

て
く

る
の

で
は

な
い

か
。

（
森

田
委

員
）

 

 

〇
 

農
薬

の
危

険
性

を
指

摘
す

る
声

も
聞

こ
え

る
な

か
，

生
産

性

や
経

済
性

を
優

先
し

て
生

産
す

る
の

で
は

な
く

，
よ

り
健

康
や

環
境

に
配

慮
し

た
農

作
物

で
あ

る
こ

と
を

強
み

と
し

て
い

く
時

機
に

き
て

い
る

。
 

 
 

農
業

で
最

も
労

力
を

要
す

る
除

草
作

業
を

軽
減

し
，

農
薬

の

使
用

を
減

ら
す

た
め

に
も

，
農

研
機

構
と

連
携

し
て

除
草

ロ
ボ

ッ
ト

の
研

究
・

開
発

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

       ＜
担

い
手

づ
く

り
＞

 

〇
 

県
の

政
策

を
企

画
・

立
案

す
る

上
で

は
，

そ
の

対
象

と
な

り

効
果

が
及

ぶ
「

人
」

の
存

在
を

十
分

に
意

識
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

経
営

形
態

や
販

売
方

法
な

ど
を

含
め

，
農

業
経

営
の

目
指

す

も
の

は
様

々
あ

る
が

，
儲

か
ら

な
け

れ
ば

自
立

し
た

経
営

は
で

き
な

い
。

農
業

に
魅

力
を

感
じ

，
ま

た
意

欲
を

燃
や

す
人

が
出

て
く

る
よ

う
に

，
い

ろ
い

ろ
な

農
業

経
営

の
目

指
し

方
に

つ
い

て
ヒ

ン
ト

を
与

え
る

，
儲

か
る

農
業

経
営

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

生
産

者
に

示
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 〇
 

本
県

産
業

の
中

で
，

農
業

は
特

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て

い
る

が
，

雇
用

就
農

者
数

は
増

加
傾

向
に

あ
る

も
の

の
，

跡
継
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茨
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茨
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

・
 

本
県

は
，

全
国

的
に

認
知

度
が

高
い

ト
ッ

プ
ブ

ラ
ン

ド
の

農
産

物
が

少
な

い
。

し
か

し
，

農
業

産
出

額
が

全
国

で
３

位
，

東
京

都

中
央

卸
売

市
場

で
は

1
5
年

連
続

で
全

国
ト

ッ
プ

あ
る

こ
と

は
，

本

県
が

十
分

に
東

京
に

近
い

と
い

う
優

位
性

を
生

か
せ

て
い

る
と

い

う
こ

と
で

は
な

い
か

。
 

県
の

産
業

の
中

で
，

特
に

農
業

は
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

一
方

，
県

の
雇

用
就

農
者

数
は

増
加

傾
向

に
あ

る
が

，
跡

継

ぎ
が

見
つ

か
ら

な
い

と
の

話
も

多
く

聞
く

。
ま

た
，

外
国

人
留

学

生
が

非
常

に
多

く
な

っ
て

き
た

と
感

じ
る

が
，
あ

ら
ゆ

る
産

業
は

，

地
元

の
雇

用
に

結
び

つ
か

な
け

れ
ば

意
味

が
な

い
。

小
規

模
農

家

よ
り

も
，

法
人

化
を

進
め

る
の

が
時

代
の

流
れ

と
思

わ
れ

る
が

，

少
し

で
も

地
元

の
若

者
の

雇
用

創
出

に
結

び
つ

け
て

い
く

こ
と

を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（

中
村

委
員

）
 

  ＜
林

業
＞

 

・
 

林
業

は
県

北
地

域
で

最
大

の
産

業
で

あ
る

が
，

木
材

価
格

低
迷

の
中

で
，

森
林

所
有

者
が

森
林

を
整

備
・

活
用

し
て

い
く

意
識

が

停
滞

し
て

い
る

。
自

立
し

た
林

業
経

営
を

進
め

て
い

く
た

め
，

豊

か
な

森
を

築
く

こ
と

と
と

も
に

，
経

営
が

成
り

立
つ

体
制

を
整

え

る
た

め
の

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
 

国
の

森
林

経
営

管
理

制
度

な
ど

も
活

用
し

な
が

ら
，

林
業

の
成

長
産

業
化

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

活

用
し

た
集

約
化

の
体

制
整

備
を

進
め

る
な

ど
し

て
，

「
緑

の
循

環

シ
ス

テ
ム

」
を

し
っ

か
り

と
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
木

材
の

活
用

に
つ

い
て

，
川

上
か

ら
川

下
ま

で
を

一
体

的
に

流

通
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
て

い
く

た
め

に
は

，
効

率
的

な
サ

プ
ラ

イ

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
に

向
け

て
積

極
的

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

く
必

要

ぎ
が

見
つ

か
ら

な
い

話
も

多
く

聞
く

。
産

業
は

，
地

元
の

雇
用

に
結

び
つ

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

地
元

の
若

者
の

雇
用

創

出
・

就
農

促
進

に
結

び
つ

く
取

組
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

           ＜
林

業
＞

 

〇
 

林
業

は
県

北
地

域
で

主
要

な
産

業
で

あ
る

が
，

木
材

価
格

低

迷
の

中
で

，
森

林
所

有
者

が
森

林
を

整
備

・
活

用
し

て
い

く
意

識
が

停
滞

し
て

い
る

。
自

立
し

た
林

業
経

営
を

進
め

て
い

く
た

め
，

豊
か

な
森

を
築

く
こ

と
と

と
も

に
，

経
営

が
成

り
立

つ
体

制
を

整
え

る
た

め
の

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
 

 〇
 

国
の

森
林

経
営

管
理

制
度

な
ど

も
活

用
し

な
が

ら
，

Ｇ
Ｐ

Ｓ

や
航

空
レ

ー
ザ

ー
測

量
を

活
用

し
て

集
約

化
を

進
め

る
な

ど
，

「
緑

の
循

環
シ

ス
テ

ム
」

を
し

っ
か

り
と

構
築

し
，

林
業

の
成

長
産

業
化

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 〇
 

木
材

の
活

用
に

つ
い

て
，

川
上

か
ら

川
下

ま
で

を
一

体
と

し
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茨
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県
総
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画
「
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」
へ
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挑
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（
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0
1
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－
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

が
あ

る
。

 

 
県

産
木

材
利

用
促

進
条

例
が

整
備

さ
れ

て
い

る
が

，
例

え
ば

，

県
営

団
地

が
整

備
さ

れ
る

際
に

，
県

産
木

材
が

さ
ほ

ど
活

用
さ

れ

て
い

な
い

。
部

局
横

断
的

に
，

情
報

共
有

と
連

携
に

よ
り

県
産

木

材
の

利
活

用
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

県
に

は
八

溝
材

と
い

う
ブ

ラ
ン

ド
材

が
あ

る
が

，
県

内
で

は
不

燃
材

と
し

て
の

加
工

が
で

き
ず

，
群

馬
県

や
長

野
県

に
持

ち
込

ん

で
加

工
し

て
い

る
の

が
現

状
で

あ
る

。
「

メ
イ

ド
イ

ン
茨

城
」

で

全
て

が
賄

え
る

よ
う

な
体

制
を

作
り

，
産

業
の

育
成

，
雇

用
の

受

け
皿

を
つ

く
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

県
の

森
林

計
画

は
，

概
ね

５
年

を
目

標
と

し
て

い
る

が
，

栃
木

県
で

は
1
0
0
年

後
の

次
世

代
の

森
づ

く
り

を
ビ

ジ
ョ

ン
と

し
て

掲

げ
て

い
る

。
長

期
的

に
，

県
と

し
て

豊
か

な
森

林
や

林
業

経
営

の

成
長

産
業

化
を

ど
う

つ
く

り
上

げ
て

い
く

の
か

。
森

林
経

営
管

理

制
度

が
導

入
さ

れ
た

元
年

で
も

あ
り

，
県

で
も

長
期

ビ
ジ

ョ
ン

を

つ
く

る
必

要
が

あ
る

。
（

石
井

委
員

）
 

 
 

     ＜
水

産
業

＞
 

・
 

内
水

面
の

水
産

業
に

つ
い

て
，

漁
業

生
産

量
が

日
本

一
の

久
慈

川
の

ア
ユ

を
活

用
し

た
産

業
化

が
必

要
で

あ
る

。
現

在
，

放
流

や

加
工

原
料

に
使

用
す

る
ア

ユ
の

育
成

は
，

栃
木

県
で

行
わ

れ
，

そ

れ
を

本
県

に
持

ち
込

ん
で

放
流

・
加

工
販

売
し

て
い

る
の

が
実

態

で
あ

る
。

 

た
流

通
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
て

い
く

た
め

に
は

，
県

産
木

材
の

需
要

の
拡

大
と

，
素

材
生

産
，

製
材

，
建

築
に

至
る

効
率

的
な

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
に

向
け

て
積

極
的

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

〇
 

県
産

木
材

利
用

促
進

条
例

に
基

づ
き

，
県

有
施

設
の

整
備

の

際
に

は
，

部
局

横
断

的
に

情
報

共
有

と
よ

り
一

層
の

連
携

を
図

り
，

県
産

木
材

の
利

活
用

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

〇
 

「
八

溝
材

」
を

不
燃

材
と

し
て

加
工

す
る

際
，

現
在

は
他

県

の
加

工
場

で
行

っ
て

い
る

状
態

に
あ

る
。
「

メ
イ

ド
イ

ン
茨

城
」

で
生

産
か

ら
加

工
ま

で
全

て
が

賄
え

る
よ

う
な

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

県
の

森
林

計
画

は
，

概
ね

５
年

を
目

標
と

し
て

い
る

が
，

栃

木
県

で
は

1
0
0
年

後
の

次
世

代
の

森
づ

く
り

を
ビ

ジ
ョ

ン
と

し

て
掲

げ
て

い
る

。
長

期
的

に
，

県
と

し
て

豊
か

な
森

林
や

林
業

経
営

の
成

長
産

業
化

を
ど

う
つ

く
り

上
げ

て
い

く
の

か
。

森
林

経
営

管
理

制
度

が
導

入
さ

れ
た

元
年

で
も

あ
り

，
県

で
も

長
期

ビ
ジ

ョ
ン

を
つ

く
り

，
将

来
的

に
安

定
的

に
木

材
が

供
給

で
き

る
体

制
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

  ＜
水

産
業

＞
 

〇
 

内
水

面
の

水
産

業
を

産
業

創
出

に
活

用
し

て
い

く
視

点
が

必

要
で

あ
る

。
 

本
県

は
ア

ユ
漁

獲
量

が
日

本
一

で
あ

る
が

，
加

工
原

料
等

に

使
用

す
る

ア
ユ

は
栃

木
県

な
ど

他
県

産
が

使
わ

れ
て

い
る

。
 

遊
漁

者
数

の
増

加
を

図
る

と
と

も
に

養
殖

・
加

工
場

の
整

備
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

ア
ユ

の
養

殖
・

加
工

場
を

つ
く

り
，

茨
城

ブ
ラ

ン
ド

で
売

っ
て

い
く

こ
と

で
雇

用
も

生
ま

れ
て

く
る

。
県

内
で

，
し

っ
か

り
と

し

た
産

業
を

創
出

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
石

井
委

員
）

 

 ・
 

川
鵜

の
対

策
が

進
ん

で
い

な
い

。
ア

ユ
な

ど
に

深
刻

な
影

響
を

与
え

て
い

る
。

２
年

前
か

ら
防

災
環

境
産

業
委

員
会

で
専

門
家

を

招
聘

し
，
空

気
銃

で
駆

除
す

る
対

策
の

必
要

性
を

指
摘

し
て

い
る

。

対
策

を
一

歩
前

に
進

め
て

早
期

の
対

処
を

。
（

鈴
木

委
員

）
 

 
 

・
 

消
費

者
の

目
線

で
は

，
水

揚
げ

さ
れ

た
漁

港
が

ブ
ラ

ン
ド

に
な

っ
て

い
る

た
め

，
神

栖
や

波
崎

か
ら

わ
ざ

わ
ざ

銚
子

港
で

水
揚

げ

す
る

と
の

話
を

聞
く

。
本

県
漁

港
も

産
地

と
し

て
強

く
伸

ば
し

，

ブ
ラ

ン
ド

化
を

図
る

こ
と

で
，

販
路

の
拡

大
を

図
り

，
加

工
業

者

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
に

も
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（

中

村
委

員
）

 

  ＜
国

内
外

へ
の

販
路

拡
大

＞
 

・
 

群
馬

県
で

は
空

港
も

港
も

な
い

が
，

農
産

物
の

輸
出

が
伸

び
て

い
る

と
聞

く
。

一
方

，
本

県
に

は
港

も
空

港
も

あ
る

。
そ

う
い

っ

た
地

の
利

を
生

か
し

な
が

ら
，

本
県

の
農

産
物

を
海

外
に

輸
出

・

展
開

し
て

ほ
し

い
。

（
森

田
委

員
）

 

  ・
 

ト
ッ

プ
ブ

ラ
ン

ド
の

育
成

は
，

本
県

農
業

の
発

展
に

と
っ

て
非

常
に

大
切

な
こ

と
。

本
年

度
は

，
梨

の
「

恵
水

」
と

豚
肉

の
「

常

陸
の

輝
き

」
に

対
象

を
絞

る
と

い
う

こ
と

だ
が

，
ブ

ラ
ン

ド
化

に

は
数

年
か

か
る

。
目

標
を

立
て

て
戦

略
を

持
ち

，
検

証
し

な
が

ら

な
ど

に
よ

り
，

本
県

の
ア

ユ
を

茨
城

ブ
ラ

ン
ド

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
で

雇
用

創
出

や
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 

〇
 

ア
ユ

な
ど

の
貴

重
な

水
産

資
源

と
産

業
を

守
る

た
め

，
食

害

生
物

で
あ

る
カ

ワ
ウ

の
対

策
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

   〇
 

県
内

の
漁

船
が

高
い

値
が

つ
く

と
い

う
理

由
で

銚
子

漁
港

に

水
揚

げ
す

る
現

状
が

あ
る

。
 

本
県

の
漁

港
の

販
売

力
を

強
化

し
，

産
地

と
し

て
強

く
伸

ば

す
こ

と
で

販
路

の
拡

大
を

図
り

，
漁

業
及

び
水

産
加

工
業

の
振

興
と

雇
用

の
創

出
に

も
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

  ＜
国

内
外

へ
の

販
路

拡
大

＞
 

〇
 

本
県

は
港

湾
や

空
港

を
有

し
，

首
都

圏
の

東
の

玄
関

口
と

し

て
，

港
湾

や
空

港
な

ど
世

界
と

の
交

易
・

交
流

機
能

を
担

っ
て

い
る

。
そ

う
し

た
地

の
利

を
十

分
に

生
か

し
，

需
要

の
動

向
や

事
業

者
の

意
向

等
を

踏
ま

え
つ

つ
，

農
産

物
の

海
外

輸
出

を
展

開
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 〇
 

農
林

水
産

物
の

ト
ッ

プ
ブ

ラ
ン

ド
育

成
は

，
本

県
農

業
の

発

展
に

と
っ

て
非

常
に

大
切

な
こ

と
で

あ
る

が
，

ブ
ラ

ン
ド

化
に

は
数

年
は

か
か

る
。

目
標

を
立

て
て

戦
略

を
持

ち
，

検
証

し
な

が
ら

ブ
ラ

ン
ド

化
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（

伊
沢

委
員

）
 

 ・
 

消
費

者
の

食
材

購
入

が
，

量
販

店
だ

け
で

は
な

く
，

ネ
ッ

ト
販

売
や

宅
配

な
ど

多
様

化
し

て
い

る
。
県

で
は

オ
イ

シ
ッ

ク
ス
・
ラ

・

大
地

と
の

連
携

が
始

ま
っ

て
い

る
が

，
消

費
者

の
感

覚
と

し
て

は

価
格

が
非

常
に

高
い

。
ネ

ッ
ト

販
売

や
通

信
販

売
な

ど
で

野
菜

等

を
購

入
す

る
際

に
，

生
産

者
の

意
識

や
思

い
な

ど
の

ス
ト

ー
リ

ー

が
わ

か
る

も
の

が
選

ば
れ

る
と

考
え

る
。

 

 
 

例
え

ば
，

完
全

に
無

農
薬

・
無

肥
料

で
，

厳
し

い
環

境
の

中
で

一
生

懸
命

生
産

し
て

い
る

と
い

う
，

生
産

者
の

思
い

に
応

え
た

い

と
い

う
こ

と
か

ら
，

少
々

値
段

が
高

く
て

も
購

入
す

る
こ

と
に

な

る
。

 

 
 

最
近

，
生

産
者

が
，

直
接

消
費

者
に

発
信

で
き

る
ア

プ
リ

が
で

き
て

い
る

。
こ

れ
か

ら
の

ネ
ッ

ト
販

売
は

，
生

活
者

と
生

産
者

が

直
接

つ
な

が
る

方
向

に
行

く
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

た
め

，
生

産

者
の

方
々

に
，

そ
の

よ
う

な
サ

イ
ト

が
あ

る
こ

と
を

情
報

提
供

し

て
い

く
こ

と
も

，
県

と
し

て
の

大
き

な
一

つ
の

方
向

性
と

考
え

る
。

ス
ト

ー
リ

ー
に

触
れ

て
選

べ
る

と
い

う
こ

と
は

，
非

常
に

メ
リ

ッ

ト
に

な
る

。
新

た
な

消
費

者
と

生
産

者
を

直
接

結
べ

る
よ

う
な

支

援
を

さ
ら

に
進

め
て

ほ
し

い
。

（
田

村
委

員
）

 

  〇
 

消
費

者
の

食
材

購
入

先
は

，
量

販
店

だ
け

で
は

な
く

ネ
ッ

ト

販
売

や
宅

配
な

ど
多

様
化

し
て

お
り

，
そ

の
中

で
も

，
生

産
者

の
意

識
や

思
い

な
ど

の
ス

ト
ー

リ
ー

が
わ

か
る

も
の

が
選

ば
れ

る
。

 

ネ
ッ

ト
販

売
等

に
お

け
る

消
費

者
と

生
産

者
を

直
接

結
べ

る

よ
う

な
仕

組
み

に
つ

い
て

情
報

提
供

す
る

な
ど

支
援

を
さ

ら
に

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

 

４
 

多
様

な
働

き
方

 

(
1
)
自

分
ら

し
く

働
く

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
 

(
2
)
女

性
が

輝
く

環
境

づ
く

り
 

(
3
)
U
I
J

タ
ー

ン
で

大
好

き
な

茨
城

へ
 

(
4
)
移

住
・

二
地

域
居

住
の

推

進
～

茨
城

へ
の

新
し

い
流

れ
を

～
 

＜
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
＞

 

・
 

所
定

外
労

働
時

間
が

，
全

国
で

4
5
位

と
下

位
に

あ
る

。
ま

た
，

月
平

均
で

1
2
.
8
時

間
と

長
い

状
況

に
あ

る
。

国
を

挙
げ

て
ワ

ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
が

進
め

ら
れ

て
お

り
，

Ｉ
Ｌ

Ｏ

で
も

，
働

き
が

い
の

あ
る

人
間

ら
し

い
仕

事
と

い
う

こ
と

で
，

デ

ィ
ー

セ
ン

ト
・

ワ
ー

ク
を

提
唱

し
て

い
る

。
 

 

人
を

大
事

に
，

働
く

労
働

者
を

大
事

に
し

て
こ

そ
企

業
の

繁
栄

が
あ

る
。

過
重

労
働

や
長

時
間

労
働

の
抑

制
，

最
低

賃
金

の
ア

ッ

＜
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
＞

 

〇
 

本
県

は
所

定
外

労
働

時
間

が
，

全
国

で
4
5
位

（
2
0
1
7
年

）
と

下
位

に
あ

り
，

月
平

均
で

1
2
.
8
時

間
と

長
い

状
況

に
あ

る
。

国

を
挙

げ
て

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
が

進
め

ら
れ

て
お

り
，

Ｉ
Ｌ

Ｏ
で

も
，

働
き

が
い

の
あ

る
人

間
ら

し
い

仕
事

と
い

う
こ

と
で

，
デ

ィ
ー

セ
ン

ト
・

ワ
ー

ク
を

提
唱

し
て

い
る

。

 
人

を
大

事
に

，
働

く
労

働
者

を
大

事
に

し
て

こ
そ

企
業

の
繁

栄
が

あ
る

。
過

重
労

働
や

長
時

間
労

働
の

抑
制

，
最

低
賃

金
の
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

(
5
)
安

心
し

て
就

労
で

き
る

環

境
づ

く
り

 
プ

な
ど

デ
ィ

ー
セ

ン
ト

・
ワ

ー
ク

の
推

進
に

つ
い

て
，

県
と

し
て

も
旗

振
り

役
を

つ
と

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
山

中
委

員
）

 

  

＜
女

性
が

輝
く

環
境

＞
 

・
 

出
産

・
育

児
の

期
間

に
女

性
の

有
業

率
が

下
が

る
Ｍ

字
カ

ー
ブ

は
，

近
年

解
消

傾
向

に
あ

る
が

解
消

し
て

は
い

な
い

。
女

性
が

子

育
て

と
家

事
も

含
め

て
家

庭
生

活
を

営
ん

で
い

く
の

は
大

変
な

こ

と
で

あ
る

。
ま

た
，

若
い

世
代

の
非

正
規

雇
用

が
多

い
こ

と
が

問

題
に

な
っ

て
い

る
。

生
計

に
ゆ

と
り

が
な

い
と

，
子

ど
も

を
希

望

し
て

も
持

て
な

い
。

保
育

や
学

童
保

育
に

よ
る

支
援

だ
け

で
は

な

く
，

職
場

の
理

解
も

必
要

で
あ

る
。

女
性

が
希

望
に

応
じ

た
働

き

方
が

で
き

，
正

規
で

働
け

る
職

場
を

つ
く

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

生
産

人
口

が
減

っ
て

い
く

中
で

，
労

働
力

を
確

保
す

る
に

は
女

性
と

高
齢

者
の

活
用

が
大

事
に

な
る

。
女

性
が

輝
く

環
境

づ
く

り

を
進

め
る

た
め

，
女

性
活

躍
推

進
事

業
の

メ
ン

タ
ー

育
成

は
非

常

に
大

事
な

取
り

組
み

で
あ

る
。

 

今
後

の
活

用
に

は
，

メ
ン

タ
ー

の
い

る
企

業
の

み
な

ら
ず

，
中

小
企

業
を

ど
う

支
援

し
て

い
く

の
か

，
ど

う
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
を

与

え
て

い
く

の
か

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

，
県

内
に

広

く
メ

ン
タ

ー
が

い
て

，
相

談
で

き
る

仕
組

み
が

で
き

る
と

良
い

と

考
え

る
。
埼

玉
県

で
の

取
り

組
み

を
参

考
に

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

（
田

村
委

員
）

 

   

ア
ッ

プ
な

ど
デ

ィ
ー

セ
ン

ト
・

ワ
ー

ク
の

推
進

に
つ

い
て

，
県

と
し

て
も

旗
振

り
役

を
つ

と
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

  ＜
女

性
が

輝
く

環
境

＞
 

〇
 

出
産

・
育

児
の

期
間

に
女

性
の

有
業

率
が

下
が

る
Ｍ

字
カ

ー

ブ
は

，
近

年
解

消
傾

向
に

あ
る

が
解

消
し

て
は

い
な

い
。

女
性

が
子

育
て

と
家

事
も

含
め

て
家

庭
生

活
を

営
ん

で
い

く
の

は
大

変
な

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

，
女

性
の

就
労

形
態

を
見

る
と

，
非

正
規

雇
用

が
多

く
，

年
間

収
入

も
正

規
雇

用
者

に
比

べ
低

い
傾

向
に

あ
る

。
生

計
に

ゆ
と

り
が

な
い

と
，

子
ど

も
を

希
望

し
て

も
持

て
な

い
。
保

育
や

学
童

保
育

に
よ

る
支

援
だ

け
で

は
な

く
，

職
場

の
理

解
も

必
要

で
あ

る
。

女
性

が
希

望
に

応
じ

た
働

き
方

が
で

き
，
正

規
で

働
け

る
職

場
を

つ
く

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
 

 〇
 

生
産

人
口

が
減

っ
て

い
く

中
で

，
労

働
力

を
確

保
す

る
に

は

女
性

と
高

齢
者

の
活

用
が

大
事

に
な

る
。

女
性

が
輝

く
環

境
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

，
女

性
活

躍
推

進
事

業
の

メ
ン

タ
ー

育
成

は
非

常
に

大
事

な
取

組
で

あ
る

。
 

今
後

の
活

用
に

は
，

メ
ン

タ
ー

の
い

る
企

業
の

み
な

ら
ず

，

中
小

企
業

を
ど

う
支

援
し

て
い

く
の

か
，

ど
う

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

を
与

え
て

い
く

の
か

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

，
他

の
自

治
体

で
の

先
進

的
な

取
組

事
例

も
参

考
に

す
る

な
ど

，
県

内
に

広
く

メ
ン

タ
ー

が
い

て
，

相
談

で
き

る
仕

組
み

を
作

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

＜
安

心
し

て
就

労
で

き
る

環
境

＞
 

・
 

最
低

賃
金

に
つ

い
て

，
東

京
が

9
8
5
円

で
本

県
が

8
2
2
円

と
，

1
6
3

円
の

差
が

あ
る

。
単

純
計

算
で

年
収

で
は

3
1
万

円
の

差
と

な
る

。

こ
の

差
を

無
く

し
，

茨
城

で
生

ま
れ

育
ち

働
い

て
い

る
人

が
，

都

市
部

に
流

出
し

な
い

よ
う

対
策

が
必

要
。

地
域

で
安

心
し

て
働

き

続
け

ら
れ

る
よ

う
，

最
低

賃
金

の
底

上
げ

が
必

要
で

あ
る

。
国

に

も
要

望
し

て
ほ

し
い

。
 

ま
た

，
本

県
の

最
低

賃
金

は
経

済
の

総
合

指
標

に
見

合
わ

な
い

状
況

に
あ

る
。

経
営

者
の

立
場

か
ら

は
，

特
に

小
規

模
企

業
で

あ

る
ほ

ど
最

低
賃

金
を

簡
単

に
は

上
げ

ら
れ

な
い

現
実

も
あ

る
が

，

社
会

保
険

料
の

免
除

な
ど

と
あ

わ
せ

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ

る
と

考
え

る
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

最
低

賃
金

は
中

小
企

業
支

援
と

一
緒

に
や

ら
な

け
れ

ば
上

が
ら

な
い

。
国

に
対

し
て

支
援

策
を

強
化

す
る

よ
う

言
っ

て
い

く
必

要

が
あ

る
。

そ
う

で
な

け
れ

ば
，

中
小

企
業

が
多

い
県

内
の

実
情

に

合
わ

な
い

。
（

山
中

委
員

）
 

 

 

・
 

「
ダ

イ
レ

ク
ト

・
リ

ク
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
」

の
機

能
を

持
っ

た
就

職
支

援
サ

イ
ト

が
７

月
に

開
設

さ
れ

る
が

，
求

人
側

と
求

職
者

側

の
双

方
向

で
の

活
動

で
あ

り
，

高
い

効
果

が
期

待
さ

れ
る

。
就

職

希
望

者
へ

の
周

知
が

必
要

で
あ

る
。

（
田

村
委

員
）

 

  ・
 

少
子

高
齢

化
に

伴
い

業
種

に
よ

ら
ず

人
手

不
足

で
あ

る
。

今
年

４
月

に
設

置
さ

れ
た

外
国

人
材

支
援

セ
ン

タ
ー

は
，

企
業

側
に

と

っ
て

は
外

国
人

の
方

を
採

用
し

た
い

，
外

国
人

の
方

に
と

っ
て

は

就
職

し
た

い
と

い
う

，
双

方
に

と
っ

て
駆

け
込

み
寺

の
よ

う
な

存

＜
安

心
し

て
就

労
で

き
る

環
境

＞
 

〇
 

最
低

賃
金

に
つ

い
て

，
経

済
の

総
合

指
標

に
見

合
わ

な
い

状

況
に

あ
り

，
東

京
と

大
き

く
差

が
開

い
て

い
る

。
こ

の
差

を
解

消
し

，
茨

城
で

生
ま

れ
育

ち
働

い
て

い
る

人
が

，
都

市
部

に
流

出
せ

ず
，

地
域

で
安

心
し

て
働

き
続

け
ら

れ
る

よ
う

，
最

低
賃

金
の

底
上

げ
が

必
要

で
あ

り
，

中
小

企
業

の
支

援
策

の
強

化
と

あ
わ

せ
て

国
に

も
要

望
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

          〇
 

「
ダ

イ
レ

ク
ト

・
リ

ク
ル

ー
テ

ィ
ン

グ
」

の
機

能
を

持
っ

た

就
職

支
援

サ
イ

ト
の

設
置

に
つ

い
て

は
，

求
人

側
と

求
職

者
側

の
双

方
向

で
の

活
動

で
あ

り
，

高
い

効
果

が
期

待
さ

れ
る

。
就

職
希

望
者

へ
の

周
知

を
積

極
的

に
進

め
る

な
ど

，
利

用
の

促
進

が
必

要
で

あ
る

。
 

 〇
 

少
子

高
齢

化
に

よ
り

業
種

に
よ

ら
ず

人
手

不
足

の
状

況
に

あ

る
。

４
月

に
設

置
さ

れ
た

外
国

人
材

支
援

セ
ン

タ
ー

は
，

企
業

側
に

と
っ

て
は

外
国

人
の

方
を

採
用

し
た

い
，

外
国

人
の

方
に

と
っ

て
は

就
職

し
た

い
と

い
う

，
双

方
に

と
っ

て
駆

け
込

み
寺
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茨
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

在
と

し
て

期
待

さ
れ

る
。

 

設
置

さ
れ

て
い

る
水

戸
だ

け
で

な
く

土
浦

な
ど

で
も

，
期

間
を

設
け

て
セ

ン
タ

ー
業

務
を

実
施

す
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

。

ま
た

，
ま

だ
認

知
度

が
低

い
と

思
わ

れ
る

の
で

，
広

報
紙

「
ひ

ば

り
」

な
ど

で
し

っ
か

り
と

紹
介

・
Ｐ

Ｒ
し

て
，

企
業

と
外

国
人

の

両
方

に
と

っ
て

有
効

な
機

関
と

な
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
（

磯

崎
委

員
）

 

 

・
 

労
働

力
不

足
は

非
常

に
深

刻
で

あ
り

，
企

業
の

経
営

者
か

ら
も

人
手

が
集

ま
ら

な
い

と
聞

く
。

出
入

国
管

理
法

の
改

正
に

よ
り

，

か
な

り
の

数
の

外
国

人
労

働
者

が
入

っ
て

く
る

が
，

全
国

で
獲

得

競
争

が
行

わ
れ

る
の

で
は

な
い

か
。

介
護

分
野

で
は

2
0
3
5
年

問
題

な
ど

人
手

不
足

が
進

む
と

言
わ

れ
て

い
る

が
，

い
か

に
外

国
人

材

を
早

期
に

獲
得

す
る

か
が

課
題

で
あ

る
。

 

県
内

企
業

が
外

国
人

か
ら

選
ば

れ
る

た
め

の
取

り
組

み
と

し

て
，

母
国

に
帰

っ
て

か
ら

の
就

職
支

援
や

，
働

き
や

す
い

企
業

で

あ
る

こ
と

を
外

国
に

Ｐ
Ｒ

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
日

常
会

話
だ

け
で

な
く

仕
事

で
も

意
思

疎
通

で
き

る
環

境
整

備

や
，

外
国

人
が

働
き

や
す

い
企

業
が

た
く

さ
ん

あ
る

こ
と

を
Ｐ

Ｒ

す
る

こ
と

で
，

外
国

人
か

ら
選

ば
れ

る
茨

城
づ

く
り

を
目

指
し

て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

田
村

委
員

）
 

 

 ・
 

建
設

業
で

は
人

手
不

足
が

深
刻

で
あ

る
。

業
界

の
年

齢
層

は
非

常
に

高
く

，
若

い
世

代
が

入
っ

て
こ

な
い

。
就

労
の

過
酷

さ
や

，

給
料

面
，

汚
れ

仕
事

で
敬

遠
さ

れ
る

と
い

う
話

も
聞

く
。

業
界

の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
を

図
り

，
人

材
を

確
保

し
て

い
く

た
め

の
取

り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
 

北
海

道
に

次
ぐ

道
路

延
長

を
持

つ
本

県
で

は
，

道
路

の
修

繕
な

の
よ

う
な

存
在

と
し

て
期

待
さ

れ
る

。
 

設
置

さ
れ

て
い

る
水

戸
だ

け
で

な
く

土
浦

な
ど

で
も

，
期

間

を
設

け
て

セ
ン

タ
ー

業
務

を
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
ま

た
，

広
報

紙
「

ひ
ば

り
」

な
ど

で
し

っ
か

り
と

情
報

発
信

し
て

利
用

を
促

進
し

，
企

業
と

外
国

人
の

両
方

に
と

っ
て

有
効

な
機

関
と

な
る

よ
う

に
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

  〇
 

人
手

不
足

が
深

刻
に

な
る

な
か

，
出

入
国

管
理

法
の

改
正

に

よ
る

新
た

な
在

留
資

格
で

多
く

の
外

国
人

が
来

日
す

る
こ

と
に

伴
い

，
外

国
人

材
を

巡
っ

て
全

国
的

な
獲

得
競

争
が

懸
念

さ
れ

る
。

 

外
国

人
か

ら
「

選
ば

れ
る

茨
城

づ
く

り
」

を
目

指
し

て
，

帰

国
後

の
母

国
で

の
就

職
支

援
や

，
意

思
疎

通
が

十
分

で
き

る
環

境
整

備
，

外
国

人
が

働
き

や
す

い
企

業
が

多
く

あ
る

こ
と

を
広

く
Ｐ

Ｒ
す

る
な

ど
の

取
組

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

      〇
 

建
設

業
で

は
特

に
人

手
不

足
が

深
刻

で
あ

る
。

建
設

業
に

従

事
す

る
担

い
手

を
確

保
・

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

業
界

の
年

齢
層

は
非

常
に

高
く

，
若

い
世

代
が

入
っ

て
こ

な

い
。

就
労

の
過

酷
さ

や
，

給
料

面
，

汚
れ

仕
事

で
敬

遠
さ

れ
る

と
い

う
声

も
聞

か
れ

る
。

労
働

者
の

処
遇

向
上

・
労

働
環

境
の

改
善

な
ど

業
界

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
図

り
，

人
材

を
確

保
し
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茨
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

ど
で

建
設

業
が

関
わ

る
こ

と
は

多
い

。
災

害
の

際
に

も
協

力
が

必

要
と

な
る

。
Ｉ

Ｃ
Ｔ

や
機

械
を

頼
る

に
し

て
も

，
業

界
で

は
手

作

業
が

多
い

こ
と

も
あ

り
，

外
国

人
労

働
者

に
頼

ら
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

部
分

も
あ

る
。

外
国

人
以

外
に

人
を

集
め

る
た

め
に

は
賃

金

ア
ッ

プ
な

ど
の

手
法

も
あ

る
と

思
う

が
，

公
共

事
業

の
発

注
額

を

上
げ

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

な
い

か
。

県
の

予
算

を
伴

う
話

で
は

あ

る
が

，
そ

う
し

た
事

も
検

討
し

て
活

路
を

見
出

し
て

い
く

必
要

が

あ
る

。
（

沼
田

委
員

）
 

  

て
い

く
た

め
の

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

〇
 

北
海

道
に

次
ぐ

道
路

延
長

を
持

つ
本

県
で

は
，

道
路

の
修

繕

な
ど

で
建

設
業

が
関

わ
る

こ
と

が
多

く
，

災
害

の
際

に
も

協
力

が
必

要
と

な
る

。
建

設
業

で
は

手
作

業
が

多
い

た
め

，
外

国
人

労
働

者
に

頼
る

部
分

も
あ

る
の

が
現

状
で

あ
る

。
 

人
手

を
集

め
る

た
め

に
は

，
賃

金
ア

ッ
プ

な
ど

の
手

法
も

考

え
ら

れ
る

が
，

公
共

事
業

の
発

注
額

を
上

げ
る

こ
と

な
ど

も
含

め
て

検
討

し
，

活
路

を
見

出
す

必
要

が
あ

る
。

 

 

Ⅱ
「

新
し

い
安

心
安

全
」

 

１
 

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

社

会
 

２
 

災
害

に
強

い
県

土
 

→
Ⅳ

「
新

し
い

夢
・

希
望

」
 

３
 

活
力

を
生

む
イ

ン
フ

ラ
と

住
み

続
け

た
く

な
る

ま
ち

 

の
項

目
と

併
せ

て
整

理
 

  

Ⅲ
「

新
し

い
人

財
育

成
」

 

１
 

次
世

代
を

担
う
「

人
財

」
 

(
1
)
新

し
い

時
代

に
求

め
ら

れ

る
能

力
の

育
成

 

(
2
)
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

よ
る

将

来
の

目
標

づ
く

り
 

・
 

科
学

技
術

を
担

う
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
，

基
礎

研
究

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。
子

ど
も

た
ち

が
基

礎
研

究
に

向
か

う
前

に
は

，

科
学

が
好

き
，

理
科

が
好

き
と

い
う

こ
と

が
あ

る
た

め
，

そ
こ

を

さ
ら

に
伸

ば
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
，

理
科

学
習

の

体
制

の
底

上
げ

，
教

員
の

確
保

が
必

要
で

あ
る

。
（

山
中

委
員

）
 

  

  ・
 

新
し

い
時

代
に

求
め

ら
れ

る
能

力
の

育
成

と
し

て
，

例
え

ば
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

・
エ

キ
ス

パ
ー

ト
は

，

非
常

に
優

秀
な

一
部

の
生

徒
を

育
て

る
形

に
な

っ
て

い
る

。
高

い

山
を

つ
く

る
こ

と
は

非
常

に
大

事
だ

と
思

う
が

，
そ

れ
を

ど
う

波

及
さ

せ
て

い
く

か
が

重
要

で
あ

る
。

 

 
 

学
校

や
地

域
の

中
で

連
携

し
て

，
新

し
い

時
代

に
求

め
ら

れ
る

〇
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

や
第

４
次

産
業

革
命

が
急

速
に

進
展

し
，

新

し
い

知
識

や
情

報
・

技
術

が
飛

躍
的

に
重

要
性

を
増

す
な

か
，

世
界

と
渡

り
合

っ
て

い
く

た
め

，
ま

た
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

可
能

性

を
最

大
限

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

も
科

学
技

術
の

基
礎

研
究

を
志

す
人

材
の

育
成

が
重

要
で

あ
る

。
 

 
 

そ
の

た
め

に
は

，
特

に
理

科
教

育
，

学
習

体
制

の
充

実
と

，

理
科

教
育

の
指

導
に

あ
た

る
教

員
の

確
保

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 〇
 

国
際

社
会

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
分

野
で

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活

躍
で

き
る

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
人

材
育

成
と

あ
わ

せ
て

，
裾

野
を

広
げ

，
全

体
の

底
上

げ
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

 
 

学
校

と
地

域
の

様
々

な
機

関
が

連
携

を
密

に
し

，
「

誰
一

人

取
り

残
さ

な
い

」
と

い
う

発
想

の
も

と
，

一
人

一
人

の
個

性
に

応
じ

て
，

子
供

が
そ

の
特

質
を

発
揮

で
き

る
よ

う
な

教
育

が
必



 

 62 

茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

能
力

を
育

成
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
文

科
省

で
本

年
度

か
ら

Ｗ

Ｗ
Ｌ

(
ワ

ー
ル

ド
・

ワ
イ

ド
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
)
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

が

ス
タ

ー
ト

し
て

い
る

。
こ

れ
は

，
グ

ロ
ー

バ
ル

な
時

代
に

対
応

し

た
人

材
を

，
一

つ
の

学
校

を
中

心
に

，
さ

ま
ざ

ま
な

機
関

と
連

携

し
て

育
て

て
い

く
仕

組
と

聞
い

て
い

る
。

高
い

山
を

つ
く

る
と

同

時
に

，
裾

野
を

ど
う

広
げ

て
い

く
の

か
，

地
域

の
中

で
ど

う
広

め

て
い

く
の

か
が

重
要

で
あ

り
，

一
人

一
人

の
個

性
に

応
じ

て
，

子

供
が

特
質

を
発

揮
で

き
る

よ
う

な
教

育
が

望
ま

れ
る

。
 

 
 

誰
一

人
取

り
残

さ
な

い
と

い
う

発
想

の
も

と
に

，
子

供
た

ち
の

一
部

の
育

成
で

は
な

く
，

全
体

の
底

上
げ

が
必

要
で

あ
る

。
（

田

村
委

員
）

 

 ・
 

人
材

の
育

成
に

つ
い

て
，

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
の

先
端

の
と

こ
ろ

が
多

い
。

県
の

施
策

が
自

分
事

と
な

る
よ

う
，

裾
野

を
広

げ
る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

（
岡

田
委

員
）

 

 ・
 

キ
ャ

リ
ア

育
成

に
関

し
て

，
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
，

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

が
実

施
さ

れ
て

い
る

が
，

新
し

い
感

覚
は

感
じ

ら
れ

な

い
。

長
く

行
わ

れ
て

き
た

が
，

こ
れ

か
ら

ど
う

し
て

い
く

の
か

，

こ
れ

ま
で

の
問

題
点

を
含

め
て

，
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
は

，
若

い
人

た
ち

か
ら

話
を

聞
く

と
い

う
感

覚
が

必
要

。
若

い
人

た
ち

が
考

え
る

就
職

観
な

ど
は

，
生

き

た
情

報
と

な
る

。
新

し
い

制
度

を
考

え
る

上
で

は
，

次
の

ス
テ

ッ

プ
と

し
て

ど
う

い
う

も
の

が
求

め
ら

れ
て

い
る

の
か

，
現

実
を

見

据
え

て
考

え
て

，
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
（

岡

田
委

員
）

 

  

要
で

あ
る

。
 

               〇
 

長
く

続
け

ら
れ

て
き

た
就

業
体

験
（

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）

や
，

学
校

と
企

業
等

と
の

両
方

で
専

門
的

な
知

識
・

技
術

・
技

能
を

学
ぶ

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
取

組
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

の
課

題
を

踏
ま

え
て

新
し

い
感

覚
で

今
後

の
制

度
を

考
え

て
行

く
必

要
が

あ
る

。
 

例
え

ば
，

若
者

か
ら

の
勤

労
観

・
職

業
観

な
ど

に
関

す
る

意

見
を

積
極

的
に

聴
く

機
会

を
設

け
，

次
の

段
階

へ
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

し
て

い
く

た
め

の
制

度
の

在
り

方
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

Ⅳ
「

新
し

い
夢

・
希

望
」

 

１
 

世
界

に
飛

躍
す

る
茨

城

へ
 

２
 

ビ
ジ

ッ
ト

茨
城

 

～
新

観
光

創
生

～
 

３
 

活
力

を
生

む
イ

ン
フ

ラ

と
住

み
続

け
た

く
な

る

ま
ち

 

＜
企

業
の

創
出

・
育

成
＞

 

・
 

県
内

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
創

業
数

は
平

成
30

年
度

で
46

3
社

と
順

調
に

増
え

て
い

る
。

つ
く

ば
創

業
プ

ラ
ザ

分
室

が
，

Ｔ
Ｘ

つ

く
ば

駅
か

ら
近

い
場

所
に

整
備

さ
れ

る
こ

と
で

，
東

京
と

の
密

接

な
関

係
の

も
と

，
早

く
か

ら
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
設

立
の

支
援

が
期

待

で
き

る
。

こ
う

し
た

立
地

を
活

用
す

る
な

ど
，

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援

に
引

き
続

き
力

を
入

れ
て

ほ
し

い
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

育
成

が
，

日
本

全
体

の
成

長
戦

略
と

し
て

大
切

で
あ

る
こ

と
は

言
う

ま
で

も
な

い
。

先
日

，
防

災
環

境
産

業

委
員

会
で

視
察

し
た

大
阪

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

支
援

は
お

そ
ら

く
日

本

一
で

は
な

い
か

。
大

阪
大

学
と

の
強

力
な

連
携

の
も

と
，

大
阪

市

が
駅

前
に

拠
点

を
置

き
，

そ
こ

に
企

業
が

集
ま

っ
て

い
る

。
ベ

ン

チ
ャ

ー
の

夢
が

現
実

に
な

る
姿

の
最

前
線

を
見

た
。

 

 
本

県
で

も
，

首
都

圏
に

近
い

と
い

う
利

便
性

の
中

，
こ

れ
ま

で

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
に

取
り

組
ん

で
き

た
こ

と
と

思
う

が
，

さ
ら

に

茨
城

で
こ

そ
発

展
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

を
明

確
に

提
示

し
な

け

れ
ば

，
茨

城
で

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

立
ち

上
げ

よ
う

と
い

う
機

運
は

こ

れ
以

上
高

ま
ら

な
い

と
考

え
る

。
例

え
ば

，
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の

育
成

や
集

め
る

こ
と

も
大

事
だ

が
，

同
時

に
，

成
功

し
て

い
く

筋

道
を

示
し

，
投

資
の

集
め

方
や

，
上

場
ま

で
考

え
ら

れ
る

ビ
ジ

ネ

ス
モ

デ
ル

を
見

せ
る

な
ど

，
次

の
ス

テ
ー

ジ
に

行
け

る
よ

う
支

援

す
る

こ
と

が
茨

城
式

の
支

援
と

な
る

の
で

は
な

い
か

。
ベ

ン
チ

ャ

ー
支

援
の

「
場

を
つ

く
る

」
よ

う
取

り
組

ん
で

欲
し

い
。

（
岡

田

委
員

）
 

 ・
 

宇
宙

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

，
県

内
企

業
は

２
社

し
か

参
画

し
て

い
な

い
。

本
県

に
は

Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ

が
立

地
す

る
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。

 〇
 

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
の

取
組

に
つ

い
て

，
つ

く
ば

創
業

プ
ラ

ザ

分
室

は
つ

く
ば

駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

も
良

く
，

有
効

に
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

今
後

と
も

，
ベ

ン
チ

ャ
ー

支
援

の
取

組
を

積
極

的
に

展
開

し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

  〇
 

本
県

の
持

つ
，

最
先

端
科

学
技

術
や

首
都

圏
に

近
接

す
る

強

み
と

特
色

を
活

か
し

た
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
育

成
・

集
積

と
同

時
に

，
起

業
へ

の
機

運
醸

成
や

起
業

後
の

発
展

に
向

け
た

仕
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

資
金

調
達

の
支

援
や

，
成

功
に

向
け

た
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
示

す
な

ど
，

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
の

環
境

づ
く

り
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

           〇
 

本
県

に
は

Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ

が
立

地
す

る
な

ど
，

宇
宙

産
業

に
取

り

組
む

優
位

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

，
県

内
企

業
の

宇
宙

産
業

へ
の
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
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2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

茨
城

で
宇

宙
ビ

ジ
ネ

ス
を

開
始

す
る

こ
と

に
，

他
に

は
な

い
ア

ド

バ
ン

テ
ー

ジ
が

出
る

よ
う

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

合
わ

せ
て

，

県
北

地
域

の
中

小
製

造
業

が
中

国
に

販
路

を
求

め
て

い
る

。
待

っ

て
い

る
だ

け
で

は
な

く
，

前
に

行
く

よ
う

な
形

で
支

援
し

て
ほ

し

い
。

（
岡

田
委

員
）

 

 ・
 

Ｊ
-
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｃ
で

は
宇

宙
・

物
質

・
生

命
の

起
源

に
迫

る
研

究
を

進
め

，
材

料
開

発
な

ど
最

先
端

の
研

究
開

発
が

幅
広

く
実

施
さ

れ

て
い

る
。
県

中
性

子
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
の

産
業

利
用

件
数

は
4
3
8
件

と

Ｊ
-
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｃ
全

体
の

６
割

以
上

を
占

め
て

い
る

が
，
県

内
企

業
の

利
用

は
６

分
の

１
以

下
の

約
7
0
件

で
あ

り
，

県
内

企
業

に
よ

る
利

用
促

進
が

大
事

で
あ

る
。

東
海

地
区

に
お

け
る

地
域

産
業

活
性

化

を
図

る
た

め
に

は
，

県
中

性
子

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

の
産

業
利

用
の

推

進
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

，
東

海
地

区
に

は
大

学
な

ど
の

研
究

機
関

が
開

設
さ

れ
て

い
る

が
，

研
究

拠
点

の
集

積
を

進
め

る
た

め
に

も
さ

ら
な

る
誘

致

に
取

り
組

ん
で

も
ら

い
た

い
。

宇
宙

ビ
ジ

ネ
ス

や
，

先
端

科
学

技

術
を

活
か

し
た

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

誘
致

に
つ

い
て

も
全

国
に

発

信
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

次
世

代
が

ん
治

療
法

で
あ

る
Ｂ

Ｎ
Ｃ

Ｔ
は

，
実

用
化

さ
れ

れ
ば

が
ん

対
策

に
画

期
的

で
あ

る
。

京
都

大
学

が
先

行
し

て
い

る
よ

う

だ
が

，
つ

く
ば

と
東

海
を

連
携

し
な

が
ら

取
り

組
み

を
進

め
て

い

た
だ

き
た

い
。

（
磯

崎
委

員
）

 

 
 

 ＜
観

光
＞

 

・
 

旺
盛

な
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
取

り
組

み
に

期
待

し
て

い
る

。
ク

ル
ー

ズ
船

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

，
西

日
本

が
非

常
に

元
気

と
聞

く
。

参
入

支
援

に
力

を
入

れ
る

と
と

も
に

，
中

小
企

業
の

販
路

開
拓

に
向

け
た

環
境

づ
く

り
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

    〇
 

大
強

度
陽

子
加

速
器

施
設

（
Ｊ

-
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｃ
）

に
設

置
さ

れ
た

県
中

性
子

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

，
県

内
企

業
の

利
用

が
少

な
い

こ
と

か
ら

，
地

域
産

業
の

活
性

化
を

図
る

た
め

，
県

内
企

業
に

よ
る

産
業

利
用

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

ま
た

，
Ｊ

-
Ｐ

Ａ
Ｒ

Ｃ
を

は
じ

め
と

し
た

研
究

機
関

が
立

地
す

る
東

海
地

区
の

優
位

性
を

活
か

し
，

大
学

な
ど

の
研

究
機

関
の

更
な

る
誘

致
と

宇
宙

ビ
ジ

ネ
ス

や
先

端
技

術
を

活
か

し
た

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

創
出

に
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

次
世

代
が

ん
治

療
法

「
ホ

ウ
素

中
性

子
捕

捉
療

法
（

Ｂ
Ｎ

Ｃ

Ｔ
）

」
は

，
が

ん
対

策
に

効
果

的
で

あ
り

，
実

用
化

が
期

待
さ

れ
る

。
つ

く
ば

と
東

海
を

中
心

と
し

た
地

域
間

で
連

携
を

深
め

な
が

ら
，

本
県

の
科

学
技

術
の

振
興

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

       〇
 

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
取

組
の

加
速

化
が

必
要

。
茨

城
に

寄
港

す

る
外

国
ク

ル
ー

ズ
船

の
県

内
周

遊
観

光
を

促
進

す
る

た
め

に
，
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

県
内

で
の

観
光

ツ
ア

ー
を

実
施

す
る

に
あ

た
っ

て
は

，
本

県
で

も

観
光

協
会

や
物

産
協

会
と

の
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

が
必

要
と

思

う
が

，
部

局
内

で
の

連
携

が
取

れ
な

け
れ

ば
民

間
や

市
町

村
と

の

連
携

も
取

れ
な

い
の

で
は

な
い

か
。

（
岡

田
委

員
）

 

 ・
 

長
崎

県
で

は
，
ク

ル
ー

ズ
船

が
年

間
3
3
0
～

3
5
0
隻

入
港

す
る

が
，

客
は

団
体

旅
行

バ
ス

で
ツ

ア
ー

に
行

っ
て

し
ま

う
た

め
，

地
元

の

タ
ク

シ
ー

会
社

や
土

産
物

屋
で

は
閑

古
鳥

が
鳴

い
て

お
り

，
観

光

地
で

も
恩

恵
を

受
け

て
い

る
の

は
大

型
商

業
施

設
だ

け
と

の
こ

と
。

 

同
じ

こ
と

に
な

ら
な

い
よ

う
に

，
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
過

程
で

，
ク

ル
ー

ズ
船

受
け

入
れ

の
た

め
の

実
行

委
員

会
で

市
町

村
等

と
協

議

し
た

こ
と

も
実

績
と

し
て

，
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

ほ
し

い
。
（

岡

田
委

員
）

 

 ・
 

宿
泊

施
設

を
誘

致
す

る
た

め
の

補
助

制
度

が
昨

年
度

創
設

さ
れ

た
が

，
宿

泊
施

設
の

誘
致

以
前

に
地

域
に

魅
力

が
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
ま

ず
は

，
魅

力
あ

る
県

内
の

観
光

資
源

の
発

掘
・

再
発

見

が
重

要
と

考
え

る
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

道
の

駅
の

役
割

と
し

て
は

ト
イ

レ
や

駐
車

場
が

第
一

に
あ

り
，

次
に

情
報

発
信

が
あ

る
。

そ
こ

に
，

各
自

治
体

が
物

産
館

や
レ

ス

ト
ラ

ン
，

直
売

所
な

ど
を

出
し

て
い

る
。

道
の

駅
自

体
は

儲
か

っ

て
も

，
そ

の
自

治
体

の
活

性
化

に
結

び
付

く
か

と
い

う
問

題
が

あ

る
。

 

ま
た

，
消

費
者

と
し

て
は

便
利

だ
が

，
赤

字
経

営
の

と
こ

ろ
も

多
く

，
運

営
難

で
指

定
管

理
者

に
任

せ
る

こ
と

に
な

る
と

，
直

売

所
に

出
す

物
産

が
制

限
さ

れ
る

な
ど

，
自

治
体

の
思

う
よ

う
な

運

関
係

部
局

間
は

も
と

よ
り

，
観

光
協

会
や

物
産

協
会

，
さ

ら
に

は
民

間
や

市
町

村
と

も
連

携
を

よ
り

一
層

密
に

し
て

，
横

断
的

な
取

組
を

展
開

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

  〇
 

他
県

の
例

で
は

，
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
が

必
ず

し
も

地
域

振

興
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

事
も

あ
る

と
聞

く
。

 

特
定

の
大

型
商

業
施

設
だ

け
が

恩
恵

を
受

け
る

よ
う

な
こ

と

に
な

ら
な

い
よ

う
に

，
地

域
に

お
け

る
受

入
体

制
を

確
立

し
，

魅
力

あ
る

観
光

資
源

を
発

掘
し

て
観

光
ツ

ア
ー

に
も

取
り

込
む

な
ど

，
市

街
地

や
商

店
街

の
活

性
化

に
も

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

   〇
 

宿
泊

施
設

の
誘

致
の

た
め

に
は

，
地

域
に

魅
力

が
な

け
れ

ば
 

な
ら

な
い

。
ま

ず
は

，
魅

力
あ

る
県

内
の

観
光

資
源

の
発

掘
・

 

再
発

見
が

重
要

で
あ

る
。

 

  〇
 

本
県

の
道

路
総

延
長

は
北

海
道

に
次

い
で

２
位

で
あ

る
一

方
，
「

道
の

駅
」

登
録

数
は

４
７

都
道

府
県

中
４

１
位

で
あ

り
，

中
で

も
県

南
地

域
で

は
少

な
い

状
況

に
あ

る
。

 

設
置

主
体

と
な

る
市

町
村

で
は

，
情

報
不

足
や

必
要

性
の

理

解
促

進
な

ど
が

今
後

の
課

題
で

あ
り

，
県

と
し

て
も

市
町

村
と

連
携

し
て

前
向

き
に

検
討

を
進

め
て

い
く

た
め

の
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。「
茨

城
県
『

道
の

駅
』
地

方
創

生
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
」

の
開

催
な

ど
を

通
し

て
，

新
た

な
道

の
駅

の
設

置
に
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

営
が

で
き

な
い

こ
と

も
あ

る
。

 

道
の

駅
の

役
割

を
し

っ
か

り
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
な

ど
で

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
，

早
晩

う
ま

く
い

か
な

い
と

こ
ろ

や
期

待
に

沿

え
な

い
所

も
出

て
く

る
。

観
光

地
や

名
産

物
の

情
報

発
信

に
力

を

入
れ

，
市

町
村

全
体

が
発

展
で

き
る

も
の

に
し

て
い

く
必

要
が

あ

る
。

（
森

田
委

員
）

 

 ・
 

本
県

の
「

道
の

駅
」

登
録

数
は

４
７

都
道

府
県

中
４

１
位

で
あ

り
，

県
南

地
域

で
少

な
い

状
況

に
あ

る
。

休
憩

は
も

と
よ

り
，

地

元
の

農
産

物
や

お
土

産
の

購
入

な
ど

で
良

さ
が

あ
り

，
も

っ
と

広

が
っ

て
外

国
人

も
含

め
た

利
用

が
あ

っ
て

よ
い

と
考

え
る

。
県

と

し
て

整
備

推
進

が
必

要
で

は
な

い
か

。
（

山
中

委
員

）
 

 

・
 

本
県

の
道

路
総

延
長

は
北

海
道

に
次

い
で

２
位

で
あ

る
が

，
道

の
駅

の
整

備
が

進
ん

で
い

な
い

。
道

の
駅

の
設

置
者

は
市

町
村

に

な
る

こ
と

か
ら

，
市

町
村

の
考

え
方

が
大

き
い

と
考

え
る

が
，

情

報
不

足
や

必
要

性
の

理
解

促
進

な
ど

が
今

後
の

課
題

。
い

か
に

市

町
村

を
巻

き
込

ん
で

前
向

き
に

検
討

し
て

い
け

る
か

の
体

制
づ

く

り
が

必
要

で
あ

り
，

「
茨

城
県

『
道

の
駅

』
地

方
創

生
ワ

ー
キ

ン

グ
チ

ー
ム

」
の

開
催

な
ど

を
通

し
て

，
前

向
き

に
進

め
て

欲
し

い
。

（
田

村
委

員
）

 

 ・
 

し
ま

な
み

海
道

な
ど

，
他

県
で

は
サ

イ
ク

リ
ン

グ
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
る

が
，

本
県

で
も

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

取
り

組

み
全

国
屈

指
の

サ
イ

ク
リ

ン
グ

を
誇

れ
る

も
の

と
な

る
こ

と
を

目

指
し

て
ほ

し
い

。
県

内
の

自
転

車
販

売
店

に
対

し
て

の
機

運
醸

成

も
必

要
で

あ
る

。
 

観
光

に
つ

い
て

，
北

関
東

３
県

で
連

携
し

て
外

国
人

観
光

客
向

つ
い

て
積

極
的

に
支

援
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

ま
た

，
「

道
の

駅
」

は
地

域
の

特
色

あ
る

農
産

物
な

ど
の

販
売

場
所

と
し

て
重

要
な

拠
点

と
な

り
得

る
も

の
で

あ
り

，
外

国
人

も
含

め
た

利
用

拡
大

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 〇
 

道
の

駅
は

全
国

的
に

整
備

が
進

む
が

，
そ

の
役

割
を

し
っ

か

り
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
な

ど
で

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
，

立
ち

行
か

な
く

な
る

所
も

出
て

く
る

こ
と

を
危

惧
し

て
い

る
。

 

運
営

面
で

の
課

題
な

ど
に

必
要

な
情

報
提

供
や

助
言

な
ど

を

行
う

と
と

も
に

，
観

光
地

や
名

産
品

の
情

報
発

信
に

力
を

入
れ

る
な

ど
，

地
元

市
町

村
と

し
て

発
展

で
き

る
も

の
に

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

          〇
 

全
県

的
な

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

に
当

た
っ

て
 

は
，

地
域

の
魅

力
体

験
や

地
域

の
人

々
と

の
交

流
が

図
れ

る
よ

 
う

，
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
適

し
た

広
域

的
な

幹
線

ル
ー

ト
 

や
，

そ
れ

を
補

完
す

る
支

線
ル

ー
ト

を
組

み
合

わ
せ

た
海

岸
線

 
ル

ー
ト

や
ヒ

ル
ク

ラ
イ

ム
ル

ー
ト

な
ど

，
様

々
な

サ
イ

ク
リ

ン
 

グ
コ

ー
ス

の
整

備
な

ど
の

仕
掛

け
づ

く
り

を
行

い
な

が
ら

，
ブ
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

け
の

ツ
ア

ー
を

組
む

際
に

は
，

他
地

域
の

状
況

を
把

握
し

た
う

え

で
，

観
光

資
源

を
し

っ
か

り
磨

き
上

げ
，

観
光

振
興

に
取

り
組

ん

で
ほ

し
い

。
（

森
田

委
員

）
 

 ・
 

日
本

一
の

サ
イ

ク
リ

ン
グ

県
を

目
指

し
，

海
岸

線
を

走
る

ル
ー

ト
や

上
級

者
向

け
の

ヒ
ル

ク
ラ

イ
ム

コ
ー

ス
な

ど
も

考
え

ら
れ

る
。

今
ま

で
取

り
組

ん
で

き
た

「
つ

く
ば

霞
ヶ

浦
り

ん
り

ん
ロ

ー

ド
」

の
次

の
展

開
，

新
た

な
観

光
資

源
の

発
掘

な
ど

今
後

の
展

望

が
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

こ
れ

ら
を

総
合

的
に

進
め

て
い

く
こ

と
で

サ
イ

ク
リ

ン
グ

王
国

と
し

て
新

た
な

観
光

資
源

に
な

る
と

考
え

る
。

各
地

域
で

の
観

光

資
源

な
ど

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
調

査
し

，
し

っ
か

り
と

推
進

し
て

ほ

し
い

。
（

石
井

委
員

）
 

 ・
 

「
つ

く
ば

霞
ヶ

浦
り

ん
り

ん
ロ

ー
ド

」
の

ナ
シ

ョ
ナ

ル
サ

イ
ク

ル
ル

ー
ト

認
定

は
，

こ
れ

か
ら

の
観

光
振

興
，

交
流

人
口

の
拡

大

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

。
（

伊
沢

委
員

）
 

 ・
 

茨
城

空
港

の
利

用
者

は
中

国
か

ら
が

多
い

。
香

港
路

線
の

就
航

に
向

け
た

営
業

活
動

も
必

要
で

は
な

い
か

。
チ

ャ
ー

タ
ー

便
は

，

定
期

便
に

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
 

県
南

地
域

か
ら

茨
城

空
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
良

く
な

い
。

そ
れ

は
同

時
に

，
茨

城
空

港
か

ら
県

南
地

域
へ

の
ア

ク
セ

ス
も

良
く

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

り
，

県
南

地
域

へ
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

が
必

要

で
は

な
い

か
。

非
常

に
予

算
が

か
か

る
こ

と
と

は
思

う
が

，
利

用

し
や

す
い

空
港

に
す

る
た

め
霞

ヶ
浦

二
橋

な
ど

の
検

討
も

必
要

で

は
な

い
か

。
（

沼
田

委
員

）
 

 

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
の

確
立

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
ま

た
，

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

こ
と

が
「

稼
げ

る
地

域
づ

く
り

」
に

つ
な

が
っ

て
い

く
こ

と
を

，
自

転
車

販
売

店
な

ど
地

域
の

関
係

者
に

も
理

解
を

得
な

が
ら

，
そ

の
機

運
醸

成
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

そ
の

上
で

，
国

内
外

か
ら

の
観

光
需

要
を

喚
起

す
る

た
め

，

地
域

の
様

々
な

主
体

と
の

連
携

・
協

働
を

図
り

，
観

光
資

源
な

ど
の

掘
り

起
こ

し
を

通
じ

て
そ

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

調
査

し
，

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
構

築
や

効
果

的
な

情
報

発
信

な
ど

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
日

本
一

の
サ

イ
ク

リ
ン

グ
県

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

 
日

本
を

代
表

し
世

界
に

誇
り

う
る

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ル
ー

ト
と

し
て

，
第

１
次

ナ
シ

ョ
ナ

ル
サ

イ
ク

ル
ル

ー
ト

に
指

定
さ

れ
た

「
つ

く
ば

霞
ヶ

浦
り

ん
り

ん
ロ

ー
ド

」
を

最
大

限
活

用
し

，
本

県
の

観
光

振
興

・
交

流
人

口
の

拡
大

に
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

  〇
 

茨
城

空
港

の
利

活
用

推
進

を
図

る
た

め
，

成
長

著
し

い
ア

ジ

ア
か

ら
の

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
誘

致
，

定
期

便
の

開
設

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
 

あ
わ

せ
て

，
県

南
地

域
と

茨
城

空
港

間
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善

し
て

利
便

性
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

，
霞

ヶ
浦

二
橋

な
ど

も
含

め
た

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
前

向
き

に
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

・
 

新
た

な
観

光
資

源
の

発
掘

の
取

り
組

み
へ

は
，

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
基

準
に

よ
る

の
か

。
魅

力
度

ラ
ン

キ
ン

グ
は

住
み

や
す

さ

よ
り

も
観

光
地

と
し

て
の

魅
力

に
よ

る
も

の
だ

。
風

光
明

媚
な

観

光
地

を
有

す
る

所
が

高
い

。
本

県
は

可
住

地
面

積
が

広
く

，
居

住

環
境

と
し

て
は

恵
ま

れ
て

い
る

。
自

然
環

境
を

売
り

に
す

る
取

り

組
み

よ
り

も
，

体
験

型
観

光
を

進
め

る
方

が
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

引

き
出

せ
る

の
で

は
な

い
か

。
（

中
村

委
員

）
 

 ・
 

本
県

は
首

都
圏

か
ら

日
帰

り
で

手
軽

に
来

ら
れ

る
こ

と
が

特
徴

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
は

，
観

光
客

数
の

増
加

と
滞

在
時

間
の

延

長
が

必
要

と
考

え
る

。
 

Ｄ
Ｍ

Ｏ
の

立
ち

上
げ

を
推

進
し

，
地

域
の

活
性

化
の

た
め

市
町

村
へ

の
指

導
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

（
田

村
委

員
）

 

 ・
 

本
県

は
全

国
屈

指
の

ロ
ケ

地
と

し
て

注
目

さ
れ

て
い

る
。

 

経
済

波
及

効
果

推
計

額
を

見
る

と
，

ロ
ケ

作
品

数
や

撮
影

日
数

の
多

さ
か

ら
見

て
少

な
く

感
じ

る
。

海
外

か
ら

の
ロ

ケ
誘

致
や

ロ

ケ
地

へ
の

誘
客

の
促

進
な

ど
へ

取
り

組
む

と
と

も
に

，
ロ

ケ
の

滞

在
時

間
延

長
な

ど
も

含
め

，
す

ば
ら

し
い

作
品

に
よ

り
県

を
発

信

し
て

い
た

だ
く

こ
と

が
大

事
で

あ
る

。
経

済
波

及
効

果
を

伸
ば

し

て
欲

し
い

。
（

伊
沢

委
員

）
 

  ＜
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

イ
ン

フ
ラ

＞
 

・
 

港
湾

に
つ

い
て

，
日

立
港

は
，

こ
れ

か
ら

さ
ら

に
産

業
港

と
し

て
伸

ば
す

必
要

が
あ

る
。

常
陸

那
珂

港
は

，
ク

ル
ー

ズ
船

が
ど

ん

ど
ん

来
始

ま
っ

て
い

る
。

そ
う

し
た

ル
ー

ト
の

開
拓

も
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

（
海

野
委

員
）

 

〇
 

観
光

産
業

の
振

興
に

あ
た

っ
て

は
，

自
然

環
境

を
売

り
に

す

る
よ

り
も

，
体

験
型

観
光

を
進

め
る

事
の

方
が

本
県

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

引
き

出
せ

る
と

考
え

る
。「

体
験

型
観

光
」
を

提
供

す

る
こ

と
が

，
新

し
い

観
光

資
源

に
な

る
。

 

 

   〇
 

本
県

は
首

都
圏

か
ら

日
帰

り
で

手
軽

に
来

ら
れ

る
こ

と
が

特

徴
で

あ
る

が
，

観
光

客
数

の
増

加
と

滞
在

時
間

の
延

長
に

伴
う

観
光

消
費

額
の

増
加

が
課

題
で

あ
る

。
地

域
活

性
化

の
た

め
，

市
町

村
へ

の
指

導
を

強
化

す
る

な
ど

，
Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
立

ち
上

げ
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
 

 〇
 

本
県

は
全

国
屈

指
の

ロ
ケ

地
と

し
て

注
目

さ
れ

て
い

る
中

，

海
外

か
ら

の
ロ

ケ
な

ど
大

規
模

作
品

の
誘

致
や

ロ
ケ

地
へ

の
誘

客
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
経

済
波

及
効

果
を

伸
ば

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

      〇
 

茨
城

港
に

つ
い

て
，

北
関

東
自

動
車

道
を

は
じ

め
と

し
た

広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
点

を
最

大
限

生
か

し
，

産
業

・
物

流
の

拠
点

と
し

て
利

活
用

を
推

進
す

る
と

と
も

に
，

ク
ル

ー
ズ

船
誘

致
の

推
進

な
ど

に
よ

り
港

勢
拡

大
を

図
る

必
要

が
あ

る
。
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茨
城

県
総

合
計

画
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新
し
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茨

城
」
へ
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挑

戦
（
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－

2
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2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

・
 

市
町

村
幹

線
道

路
の

整
備

に
つ

い
て

，
県

に
管

理
が

移
管

さ
れ

た
箇

所
は

，
国

道
３

５
４

号
や

朝
日

ト
ン

ネ
ル

で
あ

る
が

，
当

初

か
ら

広
域

的
な

役
割

を
担

う
こ

と
が

分
か

っ
て

い
た

も
の

。
そ

も

そ
も

県
道

と
し

て
整

備
す

べ
き

で
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
今

後

も
市

町
村

ま
か

せ
に

し
な

い
で

，
上

曽
ト

ン
ネ

ル
に

つ
い

て
も

同

じ
と

考
え

る
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

「
住

み
続

け
た

く
な

る
ま

ち
」

は
，

「
県

民
の

た
め

の
ま

ち
」

で
あ

る
べ

き
。

県
で

は
「

公
共

交
通

空
白

地
域

解
消

支
援

事
業

」

を
実

施
し

て
お

り
，

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
通

導
入

支
援

が
昨

年
度

新

規
で

追
加

さ
れ

た
。

こ
う

し
た

事
業

こ
そ

今
後

さ
ら

に
拡

大
す

べ

き
と

考
え

る
。

産
業

を
担

う
の

は
県

民
で

あ
り

，
県

民
が

安
心

し

て
住

み
続

け
ら

れ
る

ま
ち

を
作

っ
て

こ
そ

，
産

業
の

発
展

に
つ

な

が
る

と
考

え
る

。
宿

泊
施

設
誘

致
の

1
0
億

円
補

助
よ

り
も

，
こ

ち

ら
の

事
業

に
予

算
を

使
う

べ
き

で
は

な
い

か
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

圏
央

道
に

つ
い

て
，

埼
玉

県
の

菖
蒲

Ｐ
Ａ

か
ら

江
戸

崎
Ｐ

Ａ
ま

で
の

7
6
キ

ロ
区

間
に

ト
イ

レ
が

な
い

。
圏

央
道

の
早

期
の

４
車

線

化
ま

た
は

追
い

越
し

車
線

が
必

要
。

ト
イ

レ
も

急
ぎ

整
備

す
る

必

要
が

あ
る

。
（

半
村

委
員

）
 

 ・
 

圏
央

道
の

坂
東

Ｐ
Ａ

に
つ

い
て

，
令

和
６

年
度

の
４

車
線

化
と

同
時

に
で

き
る

と
い

う
こ

と
だ

が
，

１
日

も
早

い
整

備
が

必
要

。

（
半

村
委

員
）

 

 ・
 

過
疎

地
域

で
も

，
自

動
運

転
に

よ
っ

て
交

通
弱

者
の

解
消

を
図

っ
て

い
け

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

費
用

対
効

果
の

観
点

か
ら

，
過

疎
地

域
の

道
路

イ
ン

フ
ラ

は
整

〇
 

朝
日

ト
ン

ネ
ル

や
上

曽
ト

ン
ネ

ル
な

ど
，

広
域

性
の

見
込

ま

れ
る

合
併

市
町

村
幹

線
道

路
に

つ
い

て
は

，
県

が
整

備
や

管
理

の
面

で
支

援
を

行
う

べ
き

で
あ

る
。

 

    ○
 

県
民

が
安

心
し

て
住

み
続

け
ら

れ
る

ま
ち

を
作

っ
て

こ
そ

，

産
業

の
発

展
に

も
つ

な
が

る
。

 

公
共

交
通

空
白

地
域

の
解

消
な

ど
を

積
極

的
に

進
め

る
必

要

が
あ

る
。

 

     〇
 

物
流

や
観

光
産

業
に

も
重

要
な

役
割

を
果

た
す

圏
央

道
に

つ

い
て

，
４

車
線

化
及

び
ト

イ
レ

を
含

め
た

（
仮

称
）

坂
東

P
A
の

整
備

を
加

速
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

     〇
 

県
北

中
山

間
地

域
の

高
齢

者
等

，
公

共
交

通
が

な
い

交
通

不

便
者

へ
の

対
策

と
し

て
，

自
動

運
転

車
の

早
期

実
用

化
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

備
が

遅
れ

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
人

口
減

少
に

歯
止

め
を

か
け

る

た
め

，
都

会
か

ら
住

民
を

呼
び

こ
ん

で
い

る
市

町
村

も
あ

る
が

，

交
通

の
便

が
悪

く
，

公
共

交
通

も
な

く
，

医
療

体
制

も
未

整
備

で

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
話

も
聞

い
て

お
り

，
対

策
が

必
要

で
は

な

い
か

。
（

石
井

委
員

）
 

 ・
 

常
陸

太
田

市
で

行
わ

れ
て

い
る

自
動

運
転

の
実

証
実

験
に

つ
い

て
，

正
式

に
導

入
さ

れ
る

ま
で

の
見

通
し

は
あ

る
の

か
。

時
間

が

か
か

る
と

思
う

が
，
住

み
続

け
た

く
な

る
ま

ち
を

実
現

す
る

た
め

，

し
っ

か
り

と
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
 

 
 

ま
た

，
「

茨
城

県
北

部
の

幹
線

道
路

」
に

つ
い

て
，

栃
木

県
並

び
に

福
島

県
へ

至
る

路
線

を
よ

く
協

議
し

て
，

ど
の

よ
う

な
こ

と

が
で

き
る

の
か

こ
れ

か
ら

詰
め

て
い

た
だ

き
た

い
。
（

石
井

委
員

）
 

 ・
 

台
風

第
1
9
号

で
県

北
山

間
地

域
は

甚
大

な
被

害
を

受
け

た
。

消

滅
可

能
性

都
市

と
言

わ
れ

る
現

状
を

打
破

し
よ

う
と

す
る

矢
先

，

病
院

が
浸

水
し

，
Ｊ

Ｒ
水

郡
線

も
鉄

橋
が

崩
落

し
た

。
中

小
企

業
，

商
店

街
，

住
宅

に
も

甚
大

な
被

害
が

発
生

し
た

。
柔

軟
か

つ
大

胆

な
支

援
策

を
求

め
た

い
。
（

石
井

委
員

）
 

 ・
 

県
民

の
暮

ら
し

と
生

業
の

再
建

の
た

め
に

力
を

合
わ

せ
た

い
。

（
山

中
委

員
）

 

 ・
 

産
業

の
育

成
・

振
興

を
図

っ
て

い
く

た
め

，
災

害
に

強
い

県
土

づ
く

り
，

災
害

に
強

い
農

業
環

境
づ

く
り

，
中

小
企

業
の

支
援

等

を
求

め
た

い
。
（

伊
沢

委
員

）
 

 ・
 

地
球

温
暖

化
が

，
災

害
の

大
き

な
原

因
の

一
つ

と
な

っ
て

い
る

。

 〇
 

定
住

人
口

の
確

保
や

交
流

人
口

を
拡

大
し

，
県

北
振

興
に

資

す
る

た
め

，
茨

城
北

部
幹

線
道

路
を

含
め

た
，

栃
木

県
・

福
島

県
と

連
携

す
る

規
格

の
高

い
道

路
に

つ
い

て
各

県
と

継
続

的
に

協
議

調
整

を
図

り
な

が
ら

，
そ

の
具

体
化

に
向

け
た

取
組

を
着

実
に

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

        ○
 

自
然

災
害

が
頻

発
・

激
甚

化
し

て
い

る
。

被
災

し
た

病
院

，

鉄
道

や
道

路
，

中
小

企
業

，
農

業
な

ど
が

早
期

に
復

旧
復

興
し

，

暮
ら

し
と

生
業

が
再

建
で

き
る

よ
う

，
支

援
策

の
充

実
強

化
を

図
る

と
と

も
に

，
災

害
に

強
い

産
業

の
育

成
，

産
業

基
盤

の
構

築
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

        〇
 

地
球

温
暖

化
を

背
景

と
し

た
自

然
災

害
に

備
え

て
，

「
茨

城
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画
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よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

茨
城

県
地

域
気

候
変

動
適

応
セ

ン
タ

ー
が

で
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
，

温
暖

化
に

も
対

応
で

き
る

産
業

の
育

成
が

必
要

。
 

例
え

ば
，

農
産

物
も

，
温

暖
化

に
対

応
し

た
品

種
を

作
る

こ
と

や
，

台
風

に
対

応
し

た
強

度
の

強
い

ハ
ウ

ス
を

つ
く

る
な

ど
，

適

応
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
，
方

向
性

を
検

討
し

て
い

る
と

思
う

。（
田

村
委

員
）

 

県
地

域
気

候
変

動
適

応
セ

ン
タ

ー
」

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

気
候

変
動

適
応

を
推

進
し

，
例

え
ば

農
業

分
野

に
お

い
て

研

究
・

技
術

開
発

か
ら

実
践

に
つ

な
げ

る
な

ど
，

地
球

温
暖

化
に

対
応

で
き

る
産

業
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

「
地

域
産

業
振

興
の

取
組

」
 

・
県

土
の

均
衡

あ
る

発
展

に

向
け

た
，
県

北
な

ど
地

域
産

業
振

興
の

取
組

 

＜
地

域
産

業
振

興
～

県
北

の
産

業
振

興
＞

 

・
 

2
0
5
0
年

に
は

人
口

が
半

減
す

る
と

い
う

，
県

北
地

域
の

将
来

推

計
に

危
機

感
を

持
つ

。
人

口
減

少
を

食
い

止
め

る
た

め
に

，
体

験

型
観

光
が

有
効

と
考

え
る

が
，

ど
の

程
度

力
を

入
れ

て
い

く
の

か

力
強

さ
が

感
じ

ら
れ

な
い

。
 

リ
ン

ゴ
や

ア
ユ

，
ほ

し
い

も
な

ど
地

域
の

特
産

物
を

活
か

し
た

体
験

型
の

観
光

を
推

進
し

て
は

ど
う

か
。

ま
た

，
ク

ル
ー

ズ
船

の

観
光

客
な

ど
向

け
に

，
ネ

モ
フ

ィ
ラ

や
コ

キ
ア

な
ど

を
活

か
し

た

体
験

型
の

観
光

も
考

え
ら

れ
る

。
温

泉
も

県
北

の
魅

力
の

一
つ

だ
。
 

 
 

ま
た

，
県

北
地

域
は

セ
カ

ン
ド

ラ
イ

フ
に

最
適

な
場

所
と

考
え

る
。

地
域

の
特

色
を

活
か

し
て

，
イ

ン
フ

ラ
も

し
っ

か
り

整
備

し

な
が

ら
人

口
流

出
を

防
ぐ

必
要

が
あ

る
。

（
磯

崎
委

員
）

 

      ・
 

「
ひ

た
ち

臨
海

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ゾ

ー
ン

」
と

い
う

県
総

合
計

画
で

の
名

称
に

対
し

違
和

感
を

持
つ

。
臨

海
部

は
製

造
業

が
中

心

で
，
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

と
い

う
名

称
に

ピ
ン

ト
を

合
わ

せ
づ

ら
い

。

も
の

づ
く

り
産

業
の

集
積

を
生

か
し

た
産

業
拠

点
づ

く
り

と
い

う

 ○
 

交
流

人
口

の
増

加
に

よ
る

持
続

的
な

活
力

あ
る

地
域

社
会

を

つ
く

る
た

め
に

は
，

体
験

型
観

光
の

取
組

が
有

効
と

考
え

る
。

 

体
験

型
観

光
で

，
滞

在
時

間
を

長
く

す
る

こ
と

，
地

元
と

の

ふ
れ

あ
い

を
増

や
す

こ
と

で
の

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
な

ど
，

単
な

る
風

光
明

媚
な

観
光

地
で

は
得

ら
れ

な
い

，
本

県
な

ら
で

は
の

魅
力

あ
る

観
光

産
業

づ
く

り
こ

そ
が

，
首

都
圏

か
ら

も
近

い
本

県
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
発

揮
で

き
る

。
 

 
 

リ
ン

ゴ
や

ア
ユ

，
ほ

し
い

も
な

ど
の

地
域

の
特

産
物

や
，

ひ

た
ち

海
浜

公
園

の
ネ

モ
フ

ィ
ラ

や
コ

キ
ア

な
ど

は
も

ち
ろ

ん
，

温
泉

も
魅

力
の

一
つ

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

特
色

を
生

か
し

た
取

組
を

推
進

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 〇
 

県
北

地
域

は
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

に
も

最
適

な
環

境
を

備
え

て

い
る

。
地

域
の

特
色

を
活

か
し

て
，

イ
ン

フ
ラ

整
備

も
進

め
な

が
ら

人
口

流
出

を
防

ぐ
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

 

  ○
 

県
北

振
興

に
は

，
も

の
づ

く
り

産
業

の
集

積
を

生
か

し
た

産

業
拠

点
づ

く
り

と
い

う
だ

け
で

な
く

，
科

学
技

術
も

使
っ

て
県

北
地

域
の

課
題

に
し

っ
か

り
日

を
あ

て
て

欲
し

い
。

 

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
進

歩
で

，
山

間
部

な
ど

地
理

的
な

弱
み

を
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

だ
け

で
な

く
，

科
学

技
術

も
使

っ
て

県
北

地
域

の
課

題
に

し
っ

か

り
日

を
あ

て
て

欲
し

い
。

地
域

課
題

を
科

学
技

術
で

解
決

す
る

た

め
に

，
県

北
地

域
で

こ
そ

Ａ
Ｉ

な
ど

試
験

的
に

で
も

積
極

的
に

取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
。

困
り

ご
と

を
技

術
で

解
決

し
て

い

く
こ

と
。

 

 
 

未
来

の
絵

を
描

く
こ

と
は

良
い

が
，

果
実

を
求

め
て

い
る

。
つ

く
ば

の
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

協
議

会
の

よ
う

な
も

の
を

県
北

に
も

欲

し
い

。
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ゾ
ー

ン
に

果
実

と
し

て
示

し
て

ほ
し

い
。

（
岡

田
委

員
）

 

 ・
 

県
北

地
域

で
は

人
口

減
少

あ
る

い
は

労
働

力
不

足
が

進
む

中
，

片
方

で
は

５
Ｇ

や
第

４
次

産
業

革
命

な
ど

先
端

技
術

が
進

ん
で

い

る
。

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

も
含

め
て

，
県

北
地

域
の

も
の

づ

く
り

産
業

の
活

性
化

を
加

速
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
事

業
承

継
も

重
要

な
課

題
で

あ
る

が
，

特
に

県
北

地
域

の
中

小

零
細

企
業

が
苦

手
と

し
，
不

足
し

て
い

る
Ｉ

o
Ｔ

，
Ａ

Ｉ
等

の
先

端

技
術

の
活

用
支

援
に

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
欲

し
い

。
特

効
薬

が

な
い

中
で

，
中

小
零

細
企

業
へ

の
Ａ

Ｉ
や

Ｉ
o
Ｔ

の
導

入
を

ど
う

支

援
す

る
か

，
あ

る
い

は
技

術
で

あ
れ

ば
負

け
な

い
匠

の
世

界
の

声

な
ど

，
現

地
の

声
を

吸
い

上
げ

て
継

続
的

し
た

取
り

組
み

を
求

め

た
い

。
（

齋
藤

委
員

）
 

 ・
 

「
山

間
部

の
特

色
を

活
か

し
た

新
た

な
リ

ゾ
ー

ト
」

に
つ

い
て

，

自
然

を
活

か
す

な
ら

素
晴

ら
し

い
発

想
だ

が
，

山
間

部
の

特
色

と

Ｉ
Ｒ

が
結

び
つ

か
ず

，
納

得
し

か
ね

る
と

こ
ろ

。
Ｉ

Ｒ
は

本
気

で

進
め

る
つ

も
り

な
の

か
。

カ
ジ

ノ
に

対
し

て
の

生
活

者
，

居
住

者

の
視

点
や

意
識

を
大

事
に

，
意

見
を

聴
い

て
い

く
必

要
が

あ
る

の

で
は

な
い

か
。

（
田

村
委

員
）

 

解
消

し
て

い
け

る
可

能
性

が
あ

る
。

世
界

が
同

じ
レ

ベ
ル

プ
レ

イ
ン

グ
フ

ィ
ー

ル
ド

で
勝

負
す

る
こ

と
に

な
る

中
，

県
北

山
間

部
か

ら
で

も
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
が

出
て

く
る

こ
と

も
十

分
あ

り
得

る
。

 

地
域

課
題

を
科

学
技

術
で

解
決

す
る

た
め

に
，

県
北

地
域

で

こ
そ

Ａ
Ｉ

な
ど

を
試

験
的

に
で

も
積

極
的

に
活

用
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

結
果

に
繋

が
る

対
策

を
早

急
に

講
じ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

  〇
 

県
北

地
域

の
中

小
零

細
企

業
は

人
口

減
少

な
ど

で
特

に
厳

し

い
経

営
環

境
に

あ
る

が
，

第
４

次
産

業
革

命
や

５
Ｇ

等
の

先
端

技
術

が
進

展
し

つ
つ

あ
る

こ
と

か
ら

，
Ｉ

o
Ｔ

，
Ａ

Ｉ
等

の
先

端

技
術

を
活

用
す

る
な

ど
，

県
北

地
域

の
中

小
企

業
で

特
に

不
足

し
て

い
る

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

も
含

め
て

県
北

地
域

の
も

の
づ

く
り

産
業

の
活

性
化

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

が
必

要
で

あ
る

。
 

     〇
 

「
山

間
部

の
特

色
を

活
か

し
た

新
た

な
リ

ゾ
ー

ト
」

の
よ

う

に
ハ

ー
ド

整
備

を
伴

う
大

規
模

な
事

業
に

つ
い

て
は

，
事

業
主

体
と

な
る

市
町

村
と

も
十

分
調

整
し

て
密

接
に

連
携

を
図

り
な

が
ら

，
地

元
の

生
活

者
，

居
住

者
の

視
点

や
意

識
を

大
事

に
し

て
検

討
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

新
た

な
産

業
を

生
み

出
す

た
め

に
，

地
域

資
源

を
活

用
し

た
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

 ・
 

「
新

た
な

リ
ゾ

ー
ト

」
に

つ
い

て
，

県
や

市
町

村
の

役
割

分
担

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
。

 

ハ
ー

ド
整

備
を

伴
う

も
の

で
あ

れ
ば

，
事

業
主

体
は

市
町

村
に

な
る

。
首

長
同

士
や

事
務

レ
ベ

ル
で

の
話

し
合

い
を

重
ね

て
，

地

元
自

治
体

が
ど

う
い

う
ア

イ
デ

ア
を

持
っ

て
何

を
や

り
た

い
か

を

詰
め

な
が

ら
進

め
な

け
れ

ば
，

何
年

か
か

っ
て

も
話

が
進

ま
な

い

の
で

は
な

い
か

。
今

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
で

き
て

い
る

の
か

。

県
の

総
合

計
画

に
載

せ
た

以
上

は
進

捗
・
前

進
を

。
（

鈴
木

委
員

）
 

 ・
 

広
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

つ
い

て
，

事
業

費
は

ど
れ

ほ
ど

か
か

る
の

か
。

産
業

の
担

い
手

は
県

民
で

あ
り

，
県

民
及

び

移
住

者
の

一
番

の
希

望
は

福
祉

・
医

療
・

子
育

て
の

支
援

で
あ

る
。
 

そ
う

し
た

人
々

の
日

々
の

生
活

を
支

え
る

支
援

，
足

元
を

支
え

る
視

点
が

必
要

。
（

山
中

委
員

）
 

 ・
 

「
県

北
芸

術
祭

」
と

「
水

郡
線

で
の

Ｓ
Ｌ

の
走

行
」

の
費

用
を

比
較

す
る

と
，
県

北
芸

術
祭

は
県

民
１

人
当

た
り

の
経

費
が

7
0
0
円

前
後

で
，

Ｓ
Ｌ

の
走

行
は

1
8
0
円

程
度

で
あ

る
。
Ｓ

Ｌ
の

走
行

を
Ｊ

Ｒ
と

連
携

し
て

積
極

的
に

進
め

，
観

光
誘

客
と

交
流

人
口

の
確

保

に
努

め
て

ほ
し

い
。

（
石

井
委

員
）

 

 ・
 

南
北

格
差

の
是

正
を

図
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

福
祉

や
教

育
よ

り
も

道
路

イ
ン

フ
ラ

整
備

が
重

要
。

つ
く

ば
は

万
博

が

契
機

と
な

り
，

発
展

し
た

歴
史

が
あ

る
。

県
北

地
域

に
も

起
爆

剤

が
な

け
れ

ば
目

の
前

の
イ

ベ
ン

ト
だ

け
で

は
解

決
し

な
い

。
 

県
北

振
興

局
の

設
立

は
，

部
局

横
断

的
に

総
合

的
に

ビ
ジ

ョ
ン

を
掲

げ
，

県
北

振
興

を
前

進
さ

せ
る

た
め

で
あ

っ
た

。
先

に
大

き

取
組

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

               〇
 

県
内

南
北

で
の

格
差

是
正

対
策

と
し

て
，

実
現

性
の

あ
る

し

っ
か

り
し

た
ビ

ジ
ョ

ン
を

掲
げ

，
着

実
に

事
業

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

定
住

人
口

の
確

保
を

図
る

た
め

，
日

々
の

生
活

を
支

え
る

た

め
の

医
療

や
子

育
て

環
境

な
ど

生
活

環
境

基
盤

を
充

実
す

る
と

と
も

に
，

道
路

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

は
じ

め
，

産
業

振
興

及
び

パ
ン

ダ
誘

致
や

水
郡

線
で

の
Ｓ

Ｌ
走

行
な

ど
，

起
爆

剤
と

な
る

新
た

な
取

組
に

も
積

極
的

に
挑

戦
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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茨
城

県
総

合
計

画
「

新
し

い
茨

城
」
へ

の
挑

戦
（

2
0
1
8
－

2
0
2
1
）

よ
り

「
産

業
の

育
成

・
振

興
に

係
る

事
項

」
 

提
言

内
容

に
係

る
委

員
か

ら
の

主
な

意
見

 
提

言
内

容
 

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
た

な
け

れ
ば

，
目

の
前

の
こ

と
に

取
り

組
ん

で

い
て

も
う

ま
く

は
い

か
な

い
。

 

他
か

ら
産

業
を

引
っ

張
っ

て
く

る
の

で
は

な
く

，
既

に
あ

る
資

源
を

活
用

し
て

加
工

・
販

売
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
天

然
ア

ユ

の
活

用
で

産
業

を
生

み
出

せ
る

。
雇

用
の

受
け

皿
に

な
る

。
 

 
 

県
内

市
町

村
の

平
均

所
得

は
，
最

も
高

い
つ

く
ば

市
で

約
4
0
2
万

円
，

県
北

地
域

で
一

番
の

日
立

市
で

約
3
2
5
万

円
，

次
に

常
陸

太
田

市
で

約
2
8
2
万

円
，

4
2
位

の
常

陸
大

宮
市

は
約

2
6
5
万

円
，

最
下

位

は
大

子
町

で
約

2
3
7
万

円
で

あ
る

。
こ

れ
は

格
差

で
あ

り
，
収

入
が

な
け

れ
ば

そ
の

地
域

に
住

め
な

い
。

 

便
利

な
地

域
を

作
ら

な
け

れ
ば

企
業

も
進

出
せ

ず
，

移
住

者
も

見
込

め
な

い
。

大
子

か
ら

県
庁

ま
で

は
２

時
間

も
か

か
る

。
イ

ン

フ
ラ

整
備

が
な

に
よ

り
も

大
切

で
，

起
爆

剤
を

も
っ

て
く

る
こ

と

が
大

事
。

 

格
差

の
是

正
に

つ
い

て
総

合
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

今
で

き
る

こ
と

を
き

ち
ん

と
実

行
す

る
こ

と
も

重
要

。
パ

ン
ダ

誘
致

に

加
え

，
県

北
地

域
で

の
Ｓ

Ｌ
走

行
を

実
現

し
て

ほ
し

い
。

（
石

井

委
員

）
 

  

     

 


